
ISSN 0918－1946

調 査 年 報 21

平 成 20 年 度

調

査

年

報

21

平

成

20

年

度

財
団
法
人

北
海
道
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

財団法人 北海道埋蔵文化財センター



調 査 年 報 21

平 成 20 年 度

財団法人 北海道埋蔵文化財センター



釧路町天寧１遺跡 口絵１

西斜面魚骨層検出状況

西斜面魚骨層土層断面



釧路町天寧１遺跡 口絵２

続縄文時代土坑墓（P－５）遺物出土状況

縄文時代晩期土坑墓（P－４）遺物出土状況



千歳市祝梅川上田遺跡 口絵３

アイヌ文化期平地住居跡（UH－４３）・炉跡土層断面

鉄斧出土状況（UH－４３）（上段写真○印が出土位置）



森町石倉１遺跡・千歳市梅川４遺跡 口絵４

森町石倉１遺跡 赤彩切断壺形ミニチュア土器出土状況

千歳市梅川４遺跡 板状岩偶出土状況



目 次

口絵

目次

北海道史略年表

平成２０年度の調査

１ 調査の概要 …………………………………………………………………………………………… １

２ 調査遺跡 ……………………………………………………………………………………………… ４

千歳市オルイカ２遺跡 …………………………………………………………………………… ４

千歳市キウス５遺跡 ……………………………………………………………………………… ６

千歳市アンカリトー７遺跡 ……………………………………………………………………… ８

千歳市アンカリトー９遺跡 ……………………………………………………………………… １２

千歳市祝梅川上田遺跡 …………………………………………………………………………… １４

千歳市祝梅川小野遺跡 …………………………………………………………………………… １８

千歳市梅川１遺跡 ………………………………………………………………………………… ２３

千歳市梅川４遺跡 ………………………………………………………………………………… ２４

白老町虎杖浜２遺跡 ……………………………………………………………………………… ２８

白老町ポンアヨロ４遺跡 ………………………………………………………………………… ３０

森町石倉１遺跡 …………………………………………………………………………………… ３２

北斗市館野２遺跡 ………………………………………………………………………………… ３６

北斗市館野遺跡 …………………………………………………………………………………… ４１

北斗市館野６遺跡 ………………………………………………………………………………… ４２

北斗市矢不来８遺跡 ……………………………………………………………………………… ４５

北斗市矢不来１０遺跡 ……………………………………………………………………………… ４５

北斗市矢不来９遺跡 ……………………………………………………………………………… ４６

恵庭市西島松５遺跡 ……………………………………………………………………………… ４８

遠軽町旧白滝３遺跡 ……………………………………………………………………………… ５０

釧路町天寧１遺跡 ………………………………………………………………………………… ５８

下川町サンル４線遺跡 …………………………………………………………………………… ６２

３ 自然科学的分析 ……………………………………………………………………………………… ６４

釧路町天寧１遺跡の放射性炭素年代測定結果について ……………………………………… ６４

４ 現地研修会の記録 …………………………………………………………………………………… ６６

５ 協力活動及び研修 …………………………………………………………………………………… ６８

６ 平成２０年度刊行予定報告書 ………………………………………………………………………… ７２

７ 組織・機構 …………………………………………………………………………………………… ７３

８ 職員 …………………………………………………………………………………………………… ７４



北海道史略年表
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平成２０年度の調査

１ 調査の概要

今年度は道内７市町に所在する１９遺跡で発掘調査を実施した。このうち１４遺跡は先年からの継続調査

である。このほか、４遺跡の整理作業を継続して行った。

発掘調査を工事原因別に見ると、国土交通省北海道開発局の各開発建設部が実施する工事に伴う調査

が１７遺跡で、道路工事及びダムを含む河川工事に伴うものである。東日本高速道路株式会社が建設する

道路工事、釧路町が実施する町道工事に伴うものはそれぞれ１遺跡である。北海道（土木現業所）が行

う工事に伴う２遺跡は、前年度までに発掘を終えたものであり整理作業、報告書の作成を行った。

以下、調査の成果を時代、時期順に略述する。縄文時代の遺跡では複数の時期の遺物が出土すること

が多いが、ここでは顕著なものを重点的に述べる。なお、文中で遺構などの末尾に括弧つきで示した数

字は員数である。

旧石器時代 旧白滝３遺跡では、層位的な上下関係を確認できる石器群を検出した。石器群は遺物集中
だいけいよう

範囲ごとに平面的に分離することができ、しかもいくつかの時期の重複を確認できる。石器群は台形様
さいせきじんかく とうげした さっこつ ふなぞこがた ひろさとがたさいせきじんかく ゆうぜつせん

石器石器群、細石刃核石器群（峠下・札滑型？）、舟底形石器石器群、広郷型細石刃核石器群、有舌尖
とう き

頭器石器群、小型舟底型石器群に分けられる。
しゅくばいがわ

アンカリトー７遺跡では、広郷型細石刃核を含む石器集中を検出している。オルイカ２遺跡、祝梅川

上田遺跡では細石器石器群を検出している。アンカリトー９遺跡ではラウンドスクレイパーが出土して

いる。
たて の かいがらもん

縄文時代 早期 館野６遺跡では貝殻文土器を伴う土坑、フラスコ状土坑（１）を検出している。ポンア
なかちゃ ろ しき

ヨロ４遺跡では焼土（２）を検出し、中茶路式土器が出土している。
こ じょうはま こう し め

前期 虎杖浜２遺跡で出土した土器は、春日町式、静内中野式であり、同時期とみなされる格子目状の
おしがたもん

押型文土器もある。館野６遺跡では竪穴住居跡（１７）、土坑（４２）、焼土（６２）などの遺構を検出してい

るが、これらは前期後半のものと中期前半のものがある。ここの調査範囲には幅３０mほどの陥没地形が

あり、地すべり断層に由来する地形とみなされる。断層に関連する地表変動には、前期の竪穴住居跡の

床面を横切っているズレもある。
うえなえしき

祝梅川小野遺跡では、植苗式土器の時期の竪穴住居跡（２）、土坑を検出している。坑底面に厚さ１～

２㎝の灰白色物質が敷かれている土坑もあった。ほかに綱文式、円筒土器下層式、大麻Ⅴ式などの土器

も出土している。

中期 館野２遺跡のＣ地区では、円筒土器上層式、サイベ沢Ⅶ式土器、見晴町式土器、大安在Ｂ式土器

などの時期の竪穴住居跡（４７）、土坑（１２１）、焼土（７０）、集石（６）などが密集した状況で検出している。

土坑には、墓とみなされるもの、フラスコ状のもの、埋設土器を伴うものがある。数十万点と予測され

る遺物の中には、土偶、シャチ形土製品（？）、石棒、石刀形石製品、玉などもある。館野６遺跡で検

出された竪穴住居跡は、土器型式でみると円筒土器上層式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式などの時期である。

石倉１遺跡ではサイベ沢Ⅶ式土器、見晴町式土器が出土している。
てんじんやま ほくとう

祝梅川小野遺跡では、円筒土器上層式、天神山式、北筒式などの土器が出土している。梅川４遺跡で
かんらんがん

は橄欖岩製の板状岩偶（長さ６．７㎝、口絵４）が出土している。これの詳細な時期は決められないが、

周囲から出土している土器は、中期のものである。アンカリトー７遺跡の焼土（３）は、中期のものであ

ろう。
や ふ らい

矢不来９遺跡では竪穴住居跡（２）、土坑（６）、焼土（３０）を検出している。この住居跡は、６か所の柱

１



穴が明瞭である。
けい か がん

サンル４線遺跡では珪化岩の礫、石核、剥片、砕片が多量に出土している。時期を推定できる考古学

的資料は得られていないが過年度の調査により中期のものと考えられる。石核・剥片の接合状況は、こ

こが剥片剥離・石器製作の場だったことを示している。
てんゆう じ わきもと

後期 石倉１遺跡では、竪穴住居跡（４）、水場遺構（１）などを検出し、土器は天祐寺式、涌元１式、涌元

２式，トリサキ式、大津式、手稲式などが出土している。祝梅川小野遺跡では、手稲式土器の時期の竪
どうばやし ご てんやま

穴住居跡（２）を検出し、タプコプ式土器、ウサクマイＣ式土器、ホッケマ式土器、堂林式土器、御殿山

式土器などが出土している。

晩期 祝梅川小野遺跡ではタンネトウＬ式土器の時期の土坑（１８）を検出している。これらの土坑は隣接

する梅川４遺跡から続く遺構群である。ここでは美々３式土器があり、さらに樽前ｃ降下火山灰の上下

の層から、タンネトウＬ式土器が出土している。梅川１遺跡では、タンネトウＬ式土器の時期の焼土（８）

が検出されている。オルイカ２遺跡ではタンネトウＬ式土器が出土している。
てんねる

天寧１遺跡の竪穴住居跡（４）、土坑（１４）、土坑墓（１２）、焼土（１３）、集石（１）ならびに「魚骨層」２か所

は緑ヶ岡式土器の時期であろう。土坑墓ではベンガラ、石斧（３）、黒曜石製剥片石器（５）が出土したもの

がある（口絵２）。「魚骨層」で目に付くのは、ヒラメ、カレイ、スズキ、イトヨ等の魚類とイルカ、ク
もりがしら

ジラ等の海生哺乳類、オオハクチョウ、さらにエゾシカ、イヌ等の陸生哺乳類などであり、銛頭、針な

どの骨角器もある。

続縄文時代 石倉１遺跡では恵山式土器が出土している。天寧１遺跡の土坑墓（３）のひとつからは、北

大式土器が２点器形を保って出土している（口絵２）。

擦文文化期 キウス５遺跡では竪穴住居跡（３）が検出されており、そのうちのひとつは平面形が隅丸長
こしき かめ つき たかつき ぼうすいしゃ

方形である。ここの覆土上面から甑破片、床面から甕・坏・高坏・小型土器・紡錘車などが出土してい

る。祝梅川上田遺跡の竪穴住居跡（１）は一辺が６ｍほどの方形であり、東側にカマドがある。祝梅川小

野遺跡の竪穴住居跡（３）のうちひとつは、平面形が方形で南側にカマドがあり、主柱穴は竪穴内にある。

住居跡とその周辺で擦文土器、紡錘車が多く出土している。また、擦文土器が白頭山－苫小牧降下火山

灰（B�Tm）の上下の層から出土している。

事業委託者 原 因 工 事 遺 跡 名 所 在 地 調査面積（㎡） 区分、備考

札 幌 開 発 建 設 部 一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事

キウス５ 千 歳 市 ７２１ 平成１５、１６，１８、１９年
オルイカ２ 千 歳 市 ３，２２０ 平成１４、１６、１９年
アンカリトー７ 千 歳 市 ４，０５０ 新規
アンカリトー９ 千 歳 市 ６，６８０ 新規
祝梅川上田 千 歳 市 ９，９１０ 平成１８年
梅川１ 千 歳 市 ８９３ 新規
祝梅川小野 千 歳 市 １０，２６７ 平成１９年
梅川４ 千 歳 市 １３，５５０ 平成１８、１９年

函 館 開 発 建 設 部
高規格幹線道路函館江差自動車道
函館茂辺地道路工事

館野２ 北 斗 市 ２，０７６ 平成１９年
館野６ 北 斗 市 ５，７６８ 新規
矢不来８ 北 斗 市 １，７９１ 平成１７、１８年
矢不来９ 北 斗 市 １，５１４ 平成１９年
矢不来１０ 北 斗 市 １，９０７ 平成１８年
館野 北 斗 市 整理作業 平成１６年調査

旭 川 開 発 建 設 部 天塩川サンルダム建設事業 サンル４線 下 川 町 ９００ 平成１９年

室 蘭 開 発 建 設 部
一般国道３６号白老町虎杖浜
ポンアヨロ４遺跡外

虎杖浜２ 白 老 町 ３００ 平成１８、１９年
ポンアヨロ４ 白 老 町 ９５０ 平成１５年

網 走 開 発 建 設 部 旭川紋別自動車道白滝丸瀬布道路工事
旧白滝３ 遠 軽 町 ３，３００ 新規
白滝遺跡群 遠 軽 町 整理作業 平成１５年～、調査

石 狩 支 庁
（札幌土木現業所）

柏木川基幹河川改修工事 西島松５ほか 恵 庭 市 整理作業 平成１８年調査

胆 振 支 庁
（室蘭土木現業所）

道道北進平取線交付金Ｂ（交安）工事 穂別Ｄ む か わ 町 報告書刊行 平成１９年調査

釧 路 町 町道床丹５号線道路改良事業 天寧１ 釧 路 町 ７００ 平成１７、１８年
東日本高速道路㈱
函 館 工 事 事 務 所

北海道縦貫自動車道建設事業 石倉１ 森 町 １５，５４３ 平成１４、１５、１６年

合 計 ８４，０４０

平成２０年度の発掘調査など

２



アイヌ文化期 アンカリトー７遺跡では、平地住居跡（１１）、建物跡（２）、土坑墓（１）、柱穴（３００）、灰集

中（５）、焼土（８）、貝集中（１）などが検出されている。平地住居跡は平面形が長方形のものが多い。住居
とう す かすがい

跡からは棒状礫、鉄鍋、刀子、マレク、鎹などの金属製品が出土している。長さ２３５㎝の土坑墓の内部

四隅には打ち込みの柱穴跡がある。祝梅川上田遺跡では、建物跡（４０）、土坑墓（１）、道跡（３）などを検
ほしかぶと こ ざね

出している。土坑墓には、青磁皿、漆碗、鉄刀などが伴う。金属製品には、鉄鍋、星兜、小札、斧、鎌、
くわさき さかなつきかぎもり

鍬先、ヤス、マレク（魚突鉤銛）、刀子、銅銭など１６０点ほどが出土している。銅銭文字は、唐、北宋、

南宋、明、李氏朝鮮時代などの年号である。建物跡周囲の出土遺物に、キセルや「寛永通宝」などが見

当たらないことなどから判断すると、より古い時期のものであろう。祝梅川小野遺跡では、擦文文化期

の竪穴住居跡を迂回する道跡を検出し、そのさきは祝梅川のほうに続いている。焼土・灰集中・骨片集
ない じ てつなべ つば

中・礫集中・杭列などが検出された周辺から、内耳鉄鍋、刀子、鍔などの金属製品、「ピッ」と呼ばれ

る棒状礫が出土している。樽前ａ降下火山灰よりも下位の古流路の屈曲部の泥炭層部分から、樹木を加

工した角材や切片が出土している。梅川１遺跡では、丸太の加工残片と見なされる１０～２０㎝角の切片が

多量（約４０，０００）に出土した。これは樽前ａ降下火山灰よりも下位の泥炭層からの出土である。梅川４
がん

遺跡では道跡を数条確認している。道跡に沿って、柱穴、焼土などを検出し、鉄鍋、刀子、キセルの雁
くび ど れい

首、耳飾などの金属製品、ガラス玉、土鈴などのほか、多量の獣骨、カワシンジュガイが出土している。

道跡の北東側に沿って、一辺が３．５～４ｍほどの正方形を成す平地住居跡を検出した。

矢不来９遺跡では、駒ケ岳ｄ降下火山灰（１６４０年降下）よりも新しい時期の平地住居跡（１）が検出さ

れている。柱穴の覆土中からキセルの吸い口が出土し、中央部には炉がある。館野６遺跡では、駒ケ岳

ｄ降下火山灰よりも新しい時期の畑跡を検出している。

継続整理・報告書作成

白滝遺跡群、西島松５遺跡、

館野遺跡については、継続し

て膨大な資料群の整理を行

い、順次報告書を刊行してい

る。白滝遺跡群では、旧白滝

１６遺跡の小型不定形剥片石器

群についての剥片剥離技術の

実態が説明できるようになっ

ている。館野遺跡は平成１６年

度に調査したものの整理作業

である。館野遺跡では「吊り

穴付小型土器」とでも称すべ

き土器を確認している。時期

は縄文時代後期初頭かと推定

している。穂別Ｄ遺跡につい

ては報告書を刊行した。
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２ 調査遺跡
ち とせ し

千歳市 オルイカ２遺跡（A－０３－２８０）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市中央３９５－７８ほか

調査面積：３，２２０㎡

調査期間：平成２０年８月２０日～１０月１５日

調 査 員：三浦正人、末光正卓

遺跡の概要
ま おい

遺跡は、千歳市街から北東に約６㎞、馬追丘陵西側裾部、オルイカ川の右岸に立地する。本事業では、

当センターにより平成１４・１６・１９年度に発掘調査が行われた。本年度は、南長沼用水の南東側、１９年度

調査区に接する部分の第Ⅱ黒色土層（Ⅴ層）について調査を行い、当事業に伴う本遺跡の調査は完了と

なった。層序は、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：黄褐色ローム層、Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石堆積物層である。

遺構と遺物

遺構は確認されなかった。昨年度調

査区から本年度調査区にかけて認めら

れた、TP�２としていたものは、風倒
木痕であることが判明した。

遺物集中では、土器集中LPS�１、UPS
�１、旧石器時代のブロックSB�１・
２・３を確認した。土器集中はともに

縄文時代晩期で、UPS�１は風倒木痕内
に堆積したⅢ層からの出土である。SB

は、いずれも点数が１０～２０点程度の小
ちょう き せきじん さいせきじん

規模なもので、彫器、石刃、細石刃、

ラウンドスクレイパー等が出土してい

る。

包含層の遺物は、土器が１５１点で、

縄文時代中期、後期、晩期のものであ

る。石器類は１２１点で、旧石器時代の

ものは石刃、細石刃等、縄文時代のも

のは、石鏃、つまみ付きナイフ、スク

レイパー、磨製石斧、たたき石、台石

である。特徴としては石鏃と磨製石斧

が多いことである。

（国土地理院発行の５万分の１地形図「恵庭」「千歳」をもとに作図）

遺跡位置図
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「U」：�層の遺構

「L」：�層以下の遺構

SB ：石器集中（旧石器）

PS ：土器集中

等高線は最終地形面

遺構位置図

調査状況 旧石器時代石器出土状況（SB－１）

Ⅴ層土器出土状況（LPS－１） 旧石器時代ブロック１（SB－１）
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ち とせ し

千歳市 キウス５遺跡（A－０３－９３）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市中央１３１９－８ほか

調査面積：７２１㎡

調査期間：平成２０年９月１日～１０月１６日

調 査 員：三浦正人、愛場和人

遺跡の概要

遺跡は千歳市街地から北東に約８㎞、馬追丘陵西側裾部のキウス川北岸に位置する。標高は６～４０ｍ

である。平成６～１０年度に高速道路建設に伴う発掘調査を当センターと千歳市教育委員会が行っており、

６１，９８５㎡を調査した（北埋調報９２・１０４・１１５・１１６・１２５・１２６・１３６）。また対岸にはキウス９遺跡（北

埋調報２５２）がある。

今回の調査は国道３３７号線の新ルート建設工事に伴うもので、丘陵端部の台地部とキウス川沿いの低

地部が対象である。平成１５年度（５，０００㎡）、１６年度（１，０５６㎡）、１８年度（３，２００㎡）、１９年度（６，１００㎡）

と調査を行い、低地部については報告済み（北埋調報２５１）である。過年度の台地部分では擦文文化期

の竪穴住居跡、縄文時代中期後半の竪穴住居跡、土坑、焼土列、後期旧石器時代の石器集中などを検出

し、遺物点数は１５０，０００点を超えている。特に縄文時代中期後半の遺構、遺物が多く、平成１９年度調査

区北東側では密集した竪穴住居跡を検出した。

今年度は台地部７２１㎡を調査した。次年度以降も当遺跡の調査は継続する予定である。

基本層序は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：樽前a降下軽石堆積物層（Ta�a）、Ⅲ層：第Ⅰ黒色土層、Ⅳ層：樽
前ｃ降下軽石火砕堆積物層（Ta�c）、Ⅴ層：第Ⅱ黒色土
層、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：恵庭ａ降下軽石上位のローム

層、Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石堆積物層（En�a）、Ⅸ層：支
笏軽石流堆積物層（Spfl）である。Ⅲ・Ⅴ～Ⅶ層が主な

遺物包含層である。

：今年度調査区

「U」：�層の遺構

H ：竪穴住居跡

等高線は最終地形面

年度別調査区 遺構位置図
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遺構と遺物

遺構はすべてⅢ層から検出し、竪穴住居跡３軒、土器破片集中１か所を確認した。時期はいずれも擦

文文化期である。竪穴住居跡UH�８は３．６ｍ×２．８ｍの隅丸長方形を呈するもので、カマドおよび柱穴は
こしき かめ つき ぼうすいしゃ

検出されなかった。覆土上面から甑破片、床面からは甕・坏・高坏・小型土器・紡錘車などが出土した。

UH�９は主体部が次年度以降調査区にあるため、掘り上げ土の一部を調査し、UH�１０は調査範囲外にか
かるため住居跡全体の１／３程の調査となっている。

遺物は土器が約１，８４５点、石器等が６６点出土している。土器は擦文土器が主体で、縄文時代中期の土

器、続縄文土器も少量みられる。石器等はフレイクが多い。

擦文文化期竪穴住居跡（UH－８）

UH－８床面甕出土状況 UH－８床面高坏出土状況
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ち とせ し

千歳市 アンカリトー７遺跡（A－０３－６７）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅６０７－４ほか

調査面積：４，０５０㎡

調査期間：平成２０年５月８日～９月１１日

調 査 員：三浦正人、愛場和人、末光正卓、阿部明義

遺跡の概要
しゅくばい

遺跡は千歳市街地から北東に約３㎞の祝梅川東岸に位置する。調査区の地形は南西側から洪積世の古

砂丘に起因する緩斜面が続き、北側はやや平坦となる。標高は約１４～１７ｍである。南西側にはアンカリ

トー９遺跡、祝梅川上田遺跡がある。基本層序は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：樽前ａ降下軽石堆積物層（Ta�
a）、Ⅲ層：第Ⅰ黒色土層、Ⅳ層：樽前ｃ降下軽石火砕堆積物層（Ta�c）、Ⅴ層：第Ⅱ黒色土層、Ⅵ層：
漸移層、Ⅶ層：恵庭ａ降下軽石上位のローム層、Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石堆積物層（En�a）、Ⅸ層：支笏
軽石流堆積物層（Spfl）である。遺物包含層はⅢ・Ⅴ～Ⅶ層で、Ⅲ層は広く耕作による天地返しの影響

を受けていた。

遺構と遺物

Ⅲ層の遺構は平地住居跡１１軒、建物跡２棟、土坑墓１基、浅い竪穴状遺構１基、杭穴３１５基、灰集中

５か所、焼土８か所、貝集中１か所で、いずれも時期はアイヌ文化期と考えられる。平地住居跡は平面

形が長方形のものが多く、長軸が４～５ｍと６～７ｍのものとに大きく分けられる。セムなど付属部は
とう す かすがい

明瞭ではない。住居内からは棒状礫や鉄鍋、刀子、マレク、鎹など金属製品が出土している。またUH

�５・６・８の炉跡の灰サンプルからはヒエなどの炭化種子とともに炭化米を数粒確認している。平地
住居跡には長軸方向の違いや重複があるため時期差があるものと考えられる。

土坑墓（GP�１）は長さ２３５㎝・幅９０㎝の隅丸長方形で、周囲には掘り上げ土がみられる。土坑内の四
かたなつば せっ ぱ

隅には打ち込みの柱穴跡がある。遺物は伴っていないが、近くから刀鍔と切羽が出土している。平地住

居跡（UH�７・８）と近接しており、住居廃絶後に構築された可能性がある。灰集中２は１０ｍ×５ｍ程
の範囲で数か所の灰のまとまりがみられたものである。灰中や周辺からは棒状礫、琥珀、刀飾りなどの

金属製品が出土し、灰中にはサケ類を主体とする魚骨、カワシンジュガイ、シカなどの動物骨を多量に

含んでいた。他の灰集中からも骨角器、動物遺存体が得られている。

Ⅴ層の遺構は焼土３か所で、時期は縄文時代中期の可能性がある。Ⅴ・Ⅵ・Ⅶ層からは後期旧石器時
ひろさとがた

代の石器集中を１か所検出している。広郷型細石刃核を含む石器群で、細石刃・細石刃核・彫器・削片・

掻器・削器・両面調整石器・石刃・砥石・斧形石器などが２，０００点以上出土している。

包含層の遺物は土器が１，０２８点、石器等が２，８４８点、金属製品３２点、骨角器４点、ガラス玉１点である。

土器は擦文土器、続縄文土器、縄文時代中期のものがみられる。石器は旧石器時代のものが多く、その

他は石鏃、石斧、棒状礫が比較的多い。
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等高線はⅢ層上面

「U」：�層の遺構

「L」：�層以下の遺構

H ：平地住居跡

竪穴状遺構

B ：建物跡

GP ：土坑墓

F ：焼土

A ：灰集中

SB ：石器集中（旧石器）

小柱穴は図示していない

等高線は最終地形面

遺構位置図（Ⅲ層）

遺構位置図（Ⅴ層以下）
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アイヌ文化期平地住居跡（UH－７）

UH－３内耳鉄鍋出土状況

灰集中２上面カワシンジュガイ検出状況 アイヌ文化期土坑墓（GP－１）柱穴検出状況
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旧石器時代石器集中（SB－１）

SB－１細石刃核出土状況

SB－１調査状況 SB－１掻器出土状況
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ち とせ し

千歳市 アンカリトー９遺跡（A－０３－２８３）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅８８４－５９ほか

調査面積：６，６８０㎡

調査期間：平成２０年５月８日～７月２８日

調 査 員：三浦正人、末光正卓、愛場和人、広田良成

遺跡の概要
ま おい

遺跡は、千歳市街から北東へ約３㎞、馬追丘陵西裾部、工事用地内の祝梅川上田遺跡とアンカリトー

７遺跡の間に位置する。調査区内の地形は、北側は、洪積世の古砂丘上に位置する台地があり、そこか

ら南方向へと徐々に緩く傾斜する。発掘調査は、第Ⅱ黒色土層（Ⅴ層）と下位の層について、４０％包含

層調査を行い、その後、建設機械も用い、遺構確認調査を行った。包含層調査の４０％については、トレ

ンチを設け、遺構と遺物の出土の有無を確認し、出土した地点を拡張するように調査した。層序は、Ⅵ

層：漸移層、Ⅶ層：黄褐色ローム層、Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石堆積物層である。

遺構と遺物

遺構は、土坑１基と、焼土３か所を確認した。土坑LP－１は、古砂丘上台地の調査区北側部分で、お

よそ１／４が確認され、焼土LF－１はLP－１の覆土内、LF－２もこの台地上に位置する。

遺物は、縄文時代中期、後期、晩期の土器が１４１点で、円筒土器上層式の口縁部破片がある。石器類

は、石鏃、石槍・ナイフ、つまみ付きナイフ、スクレイパー、磨製石斧、たたき石、砥石、台石が散在

的に出土し、旧石器時代のものと考えられるラウンドスクレイパーもある。出土点数は７３点で、石鏃、

磨製石斧が多いことが特徴である。

また、Ⅷ層を建設機械により除去し、古砂丘を確認するとともに、下位のローム質土について、旧石

器時代の遺物の有無について調査も行ったが、遺物の出土はなかった。
えんたいごう

これらの他、調査区の北と南の両側部分で、「掩体壕」が２か所確認され、これについても調査を行っ

た。遺跡付近は、太平洋戦争時は、千歳海軍航空隊（現在の陸上自衛隊東千歳駐屯地）がおかれ、この

時期（昭和１４～２０年）のものと考えられる。規模から、軍用の車両を縦列に格納する施設と推測される。
はいすいます

排水桝と考えられる付属構造も認められ、ビール瓶や認識票等が出土している。

周辺の地形
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等高線は最終地形面

「L」：Ⅴ層の遺構

P ：土坑

F ：焼土

調査状況
えんたいごう

近現代掩体壕１

縄文時代土坑（ＬＰ－１）
えんたいごう

近現代掩体壕２

遺構位置図
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ち とせ し しゅくばいがわうえ だ

千歳市 祝梅川上田遺跡（A－０３－５０）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅６１４ほか

調査面積：９，９１０㎡

調査期間：平成２０年５月７日～１０月３１日

調 査 員：三浦正人、越田雅司、愛場和人、末光正卓、阿部明義、広田良成

遺跡の概要

遺跡は千歳市街から北東約３㎞、千歳川の支流である祝梅川右岸に位置する。標高１５～１６ｍの平坦な

段丘上に立地し、現況は畑作地である。基本土層はⅠ層：表土層（耕作土）、Ⅱ層：樽前ａ降下軽石堆

積物層、Ⅲ層：第Ⅰ黒色土層、Ⅳ層：樽前ｃ降下火砕堆積物層、Ⅴ層：第Ⅱ黒色土層、Ⅵ層：土壌生成
ぜん い

作用の影響を受けたローム層（漸移層）、Ⅶ層：ローム層、Ⅷ層：恵庭ａ降下軽石堆積物層である。こ

のうち遺物包含層は２枚あり、それぞれⅢ層：アイヌ文化期～縄文時代晩期とⅤ～Ⅶ層：縄文時代晩期
かくらん

～旧石器時代である。また、現況が畑作地であるため、調査区の半分以上でⅢ層が耕作による攪乱を受
かくらん

けており、一部ではⅣ層まで攪乱が達していた。

平成１８年度に今年度調査区域の南側、９，１００㎡を調査しており、Ⅲ層では、建物跡１１棟や灰集中４か所

などアイヌ文化期を主とする遺構や金属製品２８点を確認し、当該期の集落の存在が明らかとなった。Ⅴ
さいせきじん

～Ⅶ層では縄文時代の遺構・遺物のほかに、後期旧石器時代後半の細石刃主体のブロック２か所が検出

され、石器類６，４２３点が出土した。今年度は上層のⅢ層については全面を、下層のⅤ～Ⅶ層については
さつもん たてあなじゅう

調査区南側の２，４００㎡を対象に調査を行った。Ⅲ層からはアイヌ文化期の集落跡、擦文文化期の竪穴住
きょあと

居跡などを検出し、アイヌ文化期の集落をより広範囲に確認できた。また、Ⅴ～Ⅶ層からは縄文時代～

旧石器時代の遺構・遺物を検出した。旧石器時代の石器ブロックは前回調査に続く、３か所を検出した。

遺構と遺物
たて

Ⅲ層では、アイヌ文化期～縄文時代晩期の遺構を検出した。建物跡４０棟、浅い皿状の住居跡３軒、竪
あなじゅうきょあと

穴住居跡１軒、土坑墓１基、土坑１基、小柱穴１，９５２基、集石９か所、焼土４９か所、灰集中１７か所、貝

殻集中１か所、フレイク集中１か所、道跡３条である。建物跡はアイヌ文化期で、「住居（炉がある）」

と「倉庫（炉がない）」に分けられる。集落の時期については、いずれの炉もⅢ層を少し掘り進めた段
かんえいつうほう

階で確認できたこと、金属製品のうちキセルや「寛永通寶」が出土していないことなどからやや古い段

階の集落ではないかと考えられる。また、住居の長軸方向に違いが見られることから、集落内の住居の
かくらん

時期的な変遷が想定される。「送り場」と考えられる灰集中は、耕作による攪乱を受け、規模が明確な
せい じ うるしわん さつもん たてあなじゅうきょあと

ものは少ない。土坑墓は青磁皿と漆椀、刀を伴う。擦文文化期の竪穴住居跡は一辺６ｍほどで、東側に

カマドを有する。Ⅴ～Ⅶ層では、縄文時代のＴピット２基、焼土１０か所、石斧集中１か所と旧石器時代

の石器ブロック３か所を検出した。Ｔピットは小判型で二つの杭穴を持つ。緑色泥岩製の石斧集中は、
さいせきじん

未製品を含む５点がⅤ層上面から出土した。石器ブロックは、後期旧石器時代後半の細石刃を伴い、１
さいせきじんかく

か所から細石刃核が出土した。旧石器時代の遺物は約２，０００点が出土した。

包含層の遺物は約７，８００点で、土器や石器（旧石器時代を除く）は少なく金属製品や棒状礫が多い。
かぶと こ ざね くわさき さかな

ほとんどがアイヌ文化期の遺物である。金属製品は鉄鍋、星兜、小札、斧、鎌、鍬先、ヤス、マレク（魚
つきかぎもり とう す

突鉤銛）、刀子、銅銭などが１６０点以上出土し、そのうち小札が半数以上と多い。銅銭は、唐、北宋、南

宋、明、李氏朝鮮時代の銭が１４点出土した。
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�～�層の遺構

ＴＰ：Ｔピット

ブロック：石器集中（旧石器）

※焼土は図示していない

�層の遺構

UH ：建物跡

竪穴住居跡

GP ：土坑墓

UP ：土坑

US ：集石

UF ：焼土

UA ：灰集中

UFC：フレイク集中

UR ：道跡

※杭穴は図示していない

平成１８年度調査区

平成２０年度�層調査区

平成２０年度�・�～�層調査区

Ⅲ層遺構位置図（等高線はⅢ層上面）

調査範囲図

Ⅴ～Ⅶ層遺構位置図（等高線は最終地形面）
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アイヌ文化期平地住居跡（UH－５３）

アイヌ文化期建物跡（UH－３０） アイヌ文化期土坑墓（GP－１）

アイヌ文化期灰集中（UA－５） アイヌ文化期平地住居跡（UH－４０）鋤先出土状況
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擦文文化期竪穴住居跡（UH－１７）

旧石器時代石器ブロック５調査状況
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ち とせ し しゅくばいがわ お の

千歳市 祝梅川小野遺跡（A－０３－４８）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅４８５－１７０ほか

調査面積：１０，２６７㎡

調査期間：平成２０年５月７日～１０月３１日

調 査 員：鈴木 信、菊池慈人、影浦 覚、芝田直人、山中文雄、酒井秀治

調査の概要

遺跡は千歳市街地から約３㎞東に位置し、千歳川の支流である祝梅川の右岸、標高７～１５ｍに立地す

る。南側の高位の段丘面は、西側の祝梅川に向かって緩やかに傾斜している。北側の低位の段丘面は、

祝梅川の旧河道によって抉られ、南東側へ深く内湾する地形が形成されている。基本土層は、Ⅰ層：表

土、Ⅱ層：樽前a降下軽石層（Ta�a）、Ⅲ層：第Ⅰ黒色土層、Ⅳ層：樽前ｃ降下軽石層（Ta�c）、Ⅴ層：
第Ⅱ黒色土層、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：恵庭ａ降下軽石の風成堆積のローム質土層、Ⅷ層：恵庭a降下軽

石層（En�a）である。低位部分では、Ⅲ層中に白頭山－苫小牧降下軽石（B�Tm）が、疎らではある
が一様に分布する。遺物包含層はⅢ・Ⅴ層で、北側の低湿地では必要に応じて土層を細分した。

調査は昨年度（７，６３０㎡）からの継続で、今年度が最終年度となる。今年度は南側の台地上にあるＡ

地区（１，０７０㎡）と北側の低湿地にあるＢ地区（９，１９７㎡）の合計１０，２６７㎡を調査した。Ｂ地区の北端は

梅川１遺跡と接しており、同一のグリッドを用いて調査した。

遺構と遺物

縄文時代前期：Ａ地区で後半の植苗式期の住居跡２軒、Ｂ地区で同時期の土坑群を検出した。住居跡

のうち１軒は床面が浅くベンチ状に掘り込まれており、中央に炉を伴っている。Ｂ地区の土坑は、内部

より土器や石皿が出土しており、覆土は埋め戻されていることから、墓の可能性がある。また、土坑の

うち１基には坑底面に厚さ１～２㎝の灰白色物質が敷かれていた。包含層からは前期前半の綱文式、前

期後半の円筒土器下層式・大麻Ⅴ式も出土している。

縄文時代中期：中期末葉～後期前葉に掘り込まれたと推測されるＴピット（陥し穴）が、Ａ地区で３

基、Ｂ地区で１２基検出された。細長い溝形のものと坑底面に逆茂木痕が認められる小判形のものがある。
てんじんやま ほくとう

包含層からは、中期前半の円筒土器上層式、中期後半の天神山式・北筒式などが出土している。

縄文時代後期：後期中葉の手稲式期の住居跡が、Ａ地区で１軒、Ｂ地区で１軒検出された。いずれも

旧河道を臨む低位面に立地しており、楕円形で掘り込みが浅い。また、この前後の時期（ウサクマイＣ

式～ホッケマ式）の土坑・焼土・集石などが各地区で検出されており、土器の出土点数が最も多い。包
どうばやし ご てんやま

含層からは、後期前葉のタプコプ式、後期後葉の堂林式・御殿山式なども出土している。

縄文時代晩期：Ａ地区で晩期後葉のタンネトウＬ式期の土坑１８基を検出した。昨年度調査区でも５８基

が検出されており、これらは隣接する梅川４遺跡Ａ地区から続く土坑群を形成する。大部分が墓と考え

られるが、遺物を伴うものは少ない。Ｂ地区ではTa�c（Ⅳ層）を挟んで上下の包含層（Ⅲ・Ⅴ層）か
らタンネトウＬ式が、Ⅴ層から晩期中葉の美々３式も出土している。

擦文文化期：Ａ地区で竪穴住居跡３軒を検出した。うち１軒は、平面形が方形で南側にカマドをもち、

主柱穴は竪穴内にある。床より出土した須恵器（高台付坏）から９世紀前葉と推測される。他１軒は掘

り込みが浅く、平面形が隅丸長方形で、炉は確認されなかった。もう１軒は大部分が調査区外で、詳細
ぼうすいしゃ

は不明である。遺物は擦文土器・紡錘車などが住居跡とその周辺で多く出土している。Ｂ地区ではＢ－

Ｔｍを挟んで上下のⅢ層から擦文土器が出土しているが、個体数は少ない。
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アイヌ文化期：Ａ地区で、昨年度検出した道跡の続きを確認した。道跡は擦文文化期の竪穴住居跡を

迂回して、祝梅川の方角へ降りている。Ｂ地区で、焼土・灰集中・骨片集中・礫集中・杭列などが検出
ない じ てつなべ とう す つば

された。これらの周辺からは、内耳鉄鍋・刀子・鍔などの金属製品や、「ピッ」と呼ばれる棒状礫が出

土している。また、低湿地内湾部の泥炭層からは、樹木を加工した角材や切片などが出土している。

遺物の一次整理を継続中であるため未集計であるが、全体で土器・石器など１０万点以上が出土した。

祝
梅
川
小
野
遺
跡
・
梅
川
１
遺
跡
遺
構
位
置
図
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擦文文化期竪穴住居跡（UH－８）

縄文時代晩期土坑群

縄文時代後期竪穴住居跡 縄文時代前期竪穴住居跡
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Ｂ地区調査状況

アイヌ文化期灰集中
つば

鍔出土状況

２１



旧河道部調査状況

縄文時代後期竪穴住居跡 縄文時代前期土坑

縄文時代前期土坑 頁岩のフレイク集中
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ち とせ し うめかわ

千歳市 梅川１遺跡（A－０３－５６）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅４９８－３

調査面積：８９３㎡

調査期間：平成２０年５月７日～１０月３１日

調 査 員：鈴木 信、菊池慈人、影浦 覚、芝田直人、山中文雄、酒井秀治

調査の概要

遺跡は千歳市街地から約３㎞東に位置し、千歳川の支流である梅川の左岸、標高８～１０ｍに立地する。

地形はほぼ平坦で、南東から北西方向に流れる梅川の旧河道が確認された。基本土層は、南端で接する

祝梅川小野遺跡と同じである。今年度は８９３㎡を調査した。

遺構と遺物

Ⅲ層の調査では、梅川の旧河道から建材集中１か所を検出した。これらはTa�a直下の泥炭層より出
土しており、アイヌ文化期の所産と考えられる。大部分は１０～２０㎝角ほどの大型の切片で、長さ約６ｍ

の丸太の先端を加工したものも見られる。約４０，０００点が出土した。

Ⅴ層の調査では、縄文時代晩期後葉のタンネトウＬ式土器を伴う焼土８か所を検出した。これらはと

ても良く焼けており、上部の灰層には微細な骨片が多量に含まれている。
てんじんやま て いね

包含層からは、縄文時代中期後半の天神山式、後期中葉の手稲式、晩期後葉のタンネトウＬ式、擦文

土器、各種の石器が出土している。遺物は未集計であるが、３，０００点以上が出土した（木製品を除く）。

建材集中の調査状況
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ち とせ し うめかわ

千歳市 梅川４遺跡（A－０３－５９）

事 業 名：一般国道３３７号千歳市新千歳空港関連工事埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局札幌開発建設部

所 在 地：千歳市祝梅２０４７�５７ほか
調査面積：１３，５５０㎡

調査期間：平成２０年５月７日～１０月３１日

調 査 員：鈴木 信、鎌田 望、新家水奈、影浦 覚、芝田直人、酒井秀治

調査の概要

遺跡はJR千歳駅の東約３㎞、梅川左岸と祝梅川源流部右岸の間の台地上に所在する。発掘調査は平

成１８年度６，３５０㎡、平成１９年度８，６５５㎡を実施し、今年度は平成１８年度調査区域の南側（Ｂ地区）及び市

道０７�東２０号通の南側（Ｃ地区）を行った。基本土層は、Ⅰ層：表土、Ⅱ層：樽前ａ降下軽石層（Ta�a）、
Ⅲ層：第Ⅰ黒色土層、Ⅳ層：樽前ｃ降下軽石層（Ta�c）、Ⅴ層：第Ⅱ黒色土層、Ⅵ層：漸移層、Ⅶ層：
恵庭ａ降下軽石の風成堆積のローム質土層、Ⅷ層：恵庭a降下軽石層（En�a）である。主な遺物包含層
はⅢ・Ⅴ・Ⅵ層である。

遺構と遺物

Ⅲ層からは、アイヌ文化期の遺構・遺物を検出している。北西‐南東方向に伸びる数条の道跡の周囲
てつなべ とう す がんくび みみかざり ど

からは、柱穴や焼土が集中して検出され、鉄鍋・刀子・キセル雁首・耳飾等の金属製品やガラス玉・土
れい

鈴などの遺物のほか、多量の獣骨やカワシンジュガイが出土している。平地住居跡は、道跡の北東側に

見られ、一辺が３．５～４ｍほどでほぼ正方形のものが多い。Ｂ地区の北側からは縄文時代晩期後半～続

縄文時代の土器が個体ごとにまとまって出土している。

Ⅴ層からは縄文時代中期とみられる土坑・Ｔピットを検出している。遺物は縄文時代早期～後期のも

のが出土している。主体を占めるのは縄文時代中期後半のもので、Ｂ地区では後期の遺物も多く出土し
かんらんがん

ている。Ｃ地区東側から橄欖岩製の板状岩偶が出土している。大きさは、長さ６．７㎝・幅３．９㎝、厚さ０．６

㎝、重さ１８．０ｇで縄文時代中期のものと考えられる。

検出遺構数一覧 遺物点数総計

層位 住居跡 土坑 Ｔピット 柱穴 焼土 灰集中 貝集中 骨集中

Ⅲ層 十数軒 ― ― ６３１ ８８ ２ ２１ ３

Ⅴ層 ― ７ １ ― ― ― ― ―

層位 土器 石器 土製品 石製品 鉄製品他 計

遺
構

Ⅲ 未集計 未集計 ― ― ６ 未集計
Ⅴ ７ １０ ― ― ― １７

包
含
層

Ⅲ 未集計 未集計 未集計 未集計 未集計 未集計
Ⅴ ６，８８２９２，８０６ ５ ３ ― ９９，６９６

攪乱・排土 ２００ １７，９５９ ― ― ３ １８，１６２

（国土地理院発行 ２万５千分の１地形図「千歳」を使用）

遺跡位置図
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調査区と周辺の地形
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アイヌ文化期道跡群

Ⅲ層調査状況 アイヌ文化期平地住居跡（ⅢH－６）

ⅢＨ－６の炉跡土層断面（ⅢF－１２４） カワシンジュガイ集中・焼土
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刀子出土状況 耳飾出土状況 土鈴出土状況

アイヌ文化期平地住居跡群

Ｔピット（VTP－６） 板状岩偶出土状況（Ⅴ層） 土坑（VP－１２）
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しらおいちょう こ じょうはま

白老町 虎杖浜２遺跡（J－１０－１）

事 業 名：一般国道３６号白老町虎杖浜ポンアヨロ４遺跡外埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部

所 在 地：白老郡白老町字虎杖浜３２９�９地先
調査面積：３００㎡

調査期間：平成２０年５月７日～６月１３日

調 査 員：阿部明義

遺跡の概要

遺跡は白老町の西端部、登別市との境界に近い虎杖浜地区の標高約５０ｍの台地上に位置する。台地の
くっ た ら かいせき

北東側および南西側は、倶多楽火山を源とするアヨロ川とポンアヨロ川が開析している。遺跡の下には、
ずいどう

国道３６号虎杖浜隧道が貫通している。虎杖浜２遺跡は、縄文時代前期の２か所の貝塚を有する大規模な

集落跡として昭和初期から知られている。台地のオープンカット工事に伴い、その事前調査として平成

９年に白老町教育委員会、平成１１～１３・１８・１９年に北海道埋蔵文化財センターが計１０，８８０㎡の発掘調査

を行った。

今年度の調査区は、過年度調査区から北西側に離れた台地縁辺で、遺跡の端部である。調査区内に町

道北伏古一番線（旧国道２８号）が通っており、道路を切り替えて路盤下の調査を行った。調査区はおお

むね平坦で、有珠ｂ降下軽石層（１６６３年）下に遺物包含層である黒色土が４０～７０㎝堆積し、層中に駒ヶ

岳ｇ火山灰が散在している。

遺構と遺物

遺構は、焼土１か所とフレイク・チップ集中１か所を検出した。ほぼ同一面で近接しており、周辺に

遺物も多いことから、関連があるものと思われる。

包含層の遺物は総数４，４４６点出土した。調査区東部、上記遺構の南側に多い。土器・石器等ほぼ同数
おし び もん し とつもん

で、過年度に比較して土器の割合が高い。土器は前期前半主体（土器の約８５％）で、押引き文や刺突文
か す がちょう こう し め おしがたもん

のある春日町式またはその併行期の土器と、格子目状の押型文土器が出土している。ほかに静内中野式、

早期後半の土器がやや多く、前期後半・中期前半の土器が少量出土している。石器はフレイク・チップ

が多く、石器等の約８６％を占める。剥片石器および剥片の石材は過年度と異なり、頁岩ではなく黒曜石

が主体である。定形的な石器では、石鏃・石錐・つまみ付きナイフ・石斧・すり石がやや多い。

調 査 期 間
調査面積
（㎡）

遺 構 遺 物

年 度 現地調査日 住居跡 土坑墓 土坑 焼土 盛土 貝塚 その他 土器等 石器等 骨角器 計 自然遺物

平成９年度 ５／７～１０／２９ １，０１０ ０ ０ ３ ２３ ０ ０ １ ８８８ ３，１１５ ４，００３

平成１１年度 ５／６～８／３１ ２，５００
２２ ３ １０ １７ ２ ０ ５ ４，２８９ ９１，９７３ ９６，２６２ コンテナ１２０

平成１２年度 ７／３～１０／２７ ２，０００

平成１３年度 ５／９～１０／３１ ２，０１０ ６ ０ ６ ９ ２ １ １ ５，３３０ ５４，３１１ ２３６ ５９，８７７ コンテナ６４０

平成１８年度 ５／８～６／３０ １，７７０ ０ ０ ０ ６ ０ ０ ０ ３２４ ８６７ １８ １，２０９ コンテナ２５

平成１９年度 ５／９～７／２７ １，５９０ ０ ２ ５ ２９ １ ０ ４ ４，５９１ ２６，３１８ ３０，９０９ コンテナ１

平成２０年度 ５／９～６／１３ ３００ ０ ０ ０ １ ０ ０ １ ２，２１４ ２，２３２ ４，４４６

合 計 １１，１８０ ２８ ５ ２４ ８５ ５ １ １２ １７，６３６１７８，８１６ ２５４ １９６，７０６ コンテナ７８６

虎杖浜２遺跡 遺構数・遺物数ほか集計

※平成９年度は白老町教育委員会調査
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遺構位置図

出土土器遺跡位置図
（国土地理院発行２万５千分の１地形図「登別温泉」を縮小・加筆）

遺跡周辺の地形と調査区 ○内の数字は調査年度
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しらおいちょう

白老町 ポンアヨロ４遺跡（J－１０－４１）

事 業 名：一般国道３６号白老町虎杖浜ポンアヨロ４遺跡外埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局室蘭開発建設部

所 在 地：白老郡白老町字虎杖浜３３２�２地先
調査面積：９５０㎡

調査期間：平成２０年５月２６日～６月４日、８月１８日～１０月１０日

調 査 員：阿部明義、吉田裕吏洋、熊谷仁志

遺跡の概要
くっ た ら

遺跡は白老町の西端部、前掲の虎杖浜２遺跡から３００ｍほど西に位置する。倶多楽火山の外輪山から
こ じょうはまずいどう

続く台地の裾部緩斜面、ポンアヨロ川の左岸にある。国道３６号虎杖浜隧道付近の拡幅工事に伴う分布調

査により発見された遺跡で、工事の事前調査として平成１０年に白老町教育委員会、平成１５年に当センター

が計３，７８４㎡の発掘調査を行った。平成１０年度の調査では、縄文時代中期後半の住居跡や同早期後半の
はんらんげん

土坑・焼土群を検出し、平成１５年の調査ではポンアヨロ川の氾濫原を検出した。

今年度の調査区は、過年度調査区にはさまれた、国道３６号との交差点付近を含む町道虎杖浜海岸通の

路盤下で、道路の盛土が２～４ｍ堆積していた。調査は、道路工事が同時進行で実施されたため、構造

物の移設や新設に伴い地区を分割して行った。調査区はポンアヨロ川の低位段丘および段丘崖にあたり、

標高は１８～２２ｍ、現河川との高低差は１～５ｍである。包含層である黒色土は調査区全面にみられ、厚

さは３０～７０㎝である。調査区内の北～西の大部分では蛇行する旧河道を検出した。旧河道内は河川堆積

物の上位に駒ヶ岳ｇ火山灰が厚く堆積していた。

遺構と遺物

遺構は、小型の土坑２基、焼土２か所、フレイク・チップ集中１か所を検出した。台地上の過年度調

査区では縄文早期～中期の土坑群・焼土群があり、その延長にある。焼土は１５㎝前後の厚い被熱層で、

検出層位と周辺遺物から縄文時代早期後半のものとみられる。フレイク・チップの集中域は焼土付近に

あるが、時期は不明である。大型の剥片はなく、剥片石器の微調整の跡と推測される。

包含層の遺物は総計４，８６１点出土した。旧河道の河岸段丘崖に多く、低位段丘上に散在し、旧河道内
なかちゃ ろ しき

からは少数が出土した。土器（総数の約３０％）は早期後半の中茶路式が主体（土器の６０％以上）で、東

釧路Ⅱ式もみられる。続いて前期前半がやや多く、中期後半・後期中葉・晩期も少量ある。石器（総数

の約７０％）はフレイク・チップが大部分を占め、集中域だけで２，８４０点（石器等の約８５％）を数える。

剥片石器および剥片の石材は黒曜石が主体である。定形的な石器では、石鏃・スクレイパー・石斧・す

り石がやや多く、大型の台石・石皿もある。石斧は４点重なって出土したものがある。

調 査 期 間
調査面積
（㎡）

遺 構 遺 物

年度 現地調査日 住居跡 土坑墓 土坑 焼土 柱穴群 集石 その他 土器等 石器等 その他 計 自然遺物

平成１０年度 ５／６～１０／３０ ３，５００ ４ １ ９１ ８７ ２ １１ ３ １２，０１９ １８，４５７ ２９ ３０，５０５ 堅果

平成１５年度 ６／９～７／１８ ２８４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １，０２１ １６９ ３ １，１９３

平成２０年度
５／２６～６／４・
８／１８～１０／１０

９５０ ０ ０ ２ ２ ０ ０ １ １，５１４ ３，３４７ ０ ４，８６１ 炭化物

合 計 ４，７３４ ４ １ ９３ ８９ ２ １１ ４ １４，５５４ ２１，９７３ ３２ ３６，５５９

ポンアヨロ４遺跡 遺構数・遺物数ほか集計

※平成１０年度は白老町教育委員会調査
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遺構位置図

調査状況 ポンアヨロ川旧河道

遺物出土状況 石斧出土状況
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もりまち いしくら

森町 石倉１遺跡（B－１４－３６）

事 業 名：北海道縦貫自動車道の建設事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：東日本高速道路株式会社北海道支社函館工事事務所

所 在 地：茅部郡森町字石倉町３９７番地２ほか

調査面積：１５，５４３㎡

調査期間：平成２０年５月７日～１０月２４日

調 査 員：遠藤香澄、中山昭大、福井淳一、立田 理、大泰司 統

調査の概要
にごりがわ

遺跡は森町市街から北西に約９㎞、濁川左岸の河岸段丘上（標高３０～５０ｍ）に立地し、現海岸線から

７００ｍ程内陸に位置する。平成１４年から平成１６年の三次に亘る調査で計４，３５３㎡を発掘し、平成１９年度に

報告書を刊行している。第四次にあたる今年度の調査範囲は斜面部とそれに連続する平坦な段丘面から

なり、調査済みの範囲をはさみ２か所に分かれている。基本土層はⅠ層：表土・耕作土、Ⅱ層：駒ケ岳

起源降下軽石（Ko�d）層、Ⅲ層：黒褐色腐植土層（部分的に白頭山－苫小牧火山灰（B�Tm）が混じ
る）、Ⅳ層：黒色土層、Ⅴ層：漸移層（下部には部分的に駒ケ岳起源降下軽石（Ko�g）が堆積する）、
Ⅵ層：ローム層、Ⅶ層：河川堆積物である。主な遺物包含層はⅣ層下部である。

遺構と遺物

検出された遺構は竪穴住居跡６軒、フラスコ状のものを含む土坑３８基、小ピット７７基、水場遺構１か

所、集石６か所、焼土３か所、フレイク集中５か所、土器集中１４か所である。

竪穴住居跡は４軒（IH－５・６・７・８）が調査区北西側から検出された。周辺部から出土する土

器および石器の特徴から判断すると、時期は縄文時代後期初頭ないし前葉と推定できる。いずれも掘り

込みが浅く平面形は捉えがたいが、床面中央部付近に方形の石囲炉が設けられている。IH－６では竪穴

の入り口部に当たると見られる場所から一対の配石が検出された。IH－１０は調査区南東側の緩斜面か

ら見つかったもので、縄文時代中期～後期のものと見られる。土坑は数基を除き、調査区北西側斜面の

尾根部分から検出されている。中期後半から後期前半のものと見られ、径が１ｍ内外の小型のものが多

い。フラスコ状のもの（IP－２３）や墓の可能性があるもの（IP－２１・２２）がある。調査区北西側から集

中して小ピットを検出している。水場遺構は調査区北西側の東斜面を開析する小規模な沢から、扁平打

製石器、たたき石、台石・石皿、北海道式石冠などの礫石器とともに中期後半から後期前葉にかけての

土器片が多数見つかったもので、時期は後期前葉が主体である。フレイク集中は頁岩の剥片で構成され

るもの（FC－１）と黒曜石の剥片で構成されるもの（FC－２～５）があり、黒曜石は肉眼観察によれば

赤井川産である。
てんゆう じ

包含層の遺物は土器・石器等合わせて約７４，０００点が出土している。土器は縄文時代後期前葉（天祐寺
わきもと わきもと

式、涌元１式、涌元２式、トリサキ式、大津式）のものが９割近くを占める。ほかに中期後半（サイベ

沢Ⅶ式、見晴町式）、後期中葉（手稲式）のものがあり、縄文時代晩期前・中葉（上ノ国式、聖山式）、
せきさいせつだんつぼがた

続縄文時代前半期（恵山式）のものもわずかに認められる。特徴的な遺物としては、赤彩切断壺形ミニ
たくがた

チュア土器（縄文時代後期前葉）、鐸形土製品がある。

定型的な石器には石鏃、石錐、スクレイパー、扁平打製石器、たたき石、すり石、北海道式石冠、台

石・石皿などがある。石斧は破片や細片が多い。剥片石器は頁岩製のものに加え、メノウを材料とした

ものが目に付く。メノウは付近の山体に含まれており、濁川河口周辺の海岸などで採集することができ

る。また、石鏃５１点中８点という高率で、基部にアスファルトが付着している。ほかに有孔軽石製品、
こと じ がた

琴柱形の異形石器が出土している。
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（この図は国土地理院発行の２０万分の１
地勢図「室蘭」を使用した）遺跡位置図

遺跡周辺の地形と調査範囲

遺構位置図
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調査状況

調査状況
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縄文時代後期竪穴住居跡（IH－６）

縄文時代後期土坑（IP－６１）土層断面 縄文時代後期集石（IS－７）
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ほく と し たて の

北斗市 館野２遺跡（B－０６－３５）

事 業 名：高規格道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市館野２９�４ほか
調査面積：２，０７６㎡

調査期間：平成２０年５月１２日～１０月１日

調 査 員：佐川俊一、立川トマス、皆川洋一

遺跡の概要

遺跡は北斗市（旧上磯町）街地から南南西方向に直線で約３．５ｋｍの海に面した海岸段丘上（標高４９

～５８ｍ）に位置している。遺跡の範囲は南北に長く、平成１９年度はＡ～Ｃ地区の３地区に分けて調査を

行い、うちＡ・Ｂ地区については調査を終えている。今年度の調査は最後に残ったＣ地区の未調査部分

を対象にした。その結果、縄文前期後半、縄文中期前半・後半、縄文後期前葉などの多数の遺構・遺物

を検出している。土層はⅠ層が表土層、Ⅱ層が黒色土層、Ⅲ層が黒色土層、Ⅳ層が漸移層、Ⅴ層が黄褐

色土層である。遺構・遺物の大半はⅢ層に包含されていた。火山灰はⅡ～Ⅲ層の間で駒ヶ岳ｄ火山灰

（Ko�d）と白頭山－苫小牧火山灰（B�Tm）が検出されている。
遺構と遺物

新たに調査された遺構は、竪穴住

居 跡（CH）４７軒、土 坑（CP）１２１

基、焼土（CF）７０か所、集石（CS）

６か所、小ピット（CSP）３３基、フ

レイクチップ集中（CFC）１か所

である。

竪穴住居跡は昨年同様に円筒土器

上層式と大安在Ｂ式土器の時期が多

い。これらの時期に集落が形成され

たと考えられる。この他にはサイベ

沢Ⅶ式、見晴町式土器の時期のもの

も検出されている。異なる時期の住

居が重複する場合が多く、竪穴住居

跡の覆土から大量の遺物が出土する

ものも少なくない。多くは廃棄場と

して使われたものと考えられる。

土坑は、墓と考えられるものやフ

ラスコ状のもの、埋設土器を伴うも

のなどがある。

墓と考えられるのは平面が円形で

比較的大型の土坑である。遺体やそ

の痕跡は残っておらず、副葬品も少

ないが、覆土は小礫や焼土、炭化材

などを混ぜ込んだ土で埋め戻されて 遺跡位置図 （国土地理院２万５千分の１
「茂辺地」を加工して使用）
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おり、さらにその上を焼土やロームで覆ったものも認められた。フラスコ状の土坑は深さ１．５ｍを越え

る大型のものと、より小型のものがあり、後者が圧倒的に多い。土坑に埋設される土器は、その底部を

上向きにして埋められたものもあった。焼土は石囲いを伴うものも多く、ほかには住居の炉跡から廃棄

されたと考えられるものも多い。

遺物は、数十万点が出土したと推定される。土器は円筒土器上層式、サイベ沢Ⅶ式、見晴町式、大安
れん が だい わきもと

在Ｂ式、ノダップⅡ式、煉瓦台式が主体である。この他には円筒土器下層ｃ式、涌元式なども出土して

いる。石器は石槍、石鏃、石錐、つまみ付きナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、北海道

式石冠、扁平打製石器、石皿、台石などで、土・石製品には土偶、シャチ形土製品（？）、石棒、石刀

形石製品、玉がある。また、動物遺存体なども出土している。

縄文時代中期竪穴住居跡（CH－５０）

竪穴住居跡出土の石棒と石製品出土状況 シャチ形土製品（？）出土状況
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縄文時代中期竪穴住居跡重複状況

縄文時代土坑（CP１５９）土層断面

土坑群検出状況 縄文時代土坑（CP１５９）
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縄文時代石囲炉（CF－９５） 竪穴住居跡土器出土状況

竪穴住居跡石刀形石製品出土状況 玉出土状況

縄文時代中期竪穴住居跡群
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ほく と し たて の

北斗市 館野遺跡（B－０６－１５）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市館野３－３ほか

調査面積：８，５６５㎡（平成１５年度５，７５０㎡、１６年度２，８１５㎡）

整理期間：平成２０年度４月１日～平成２１年３月３１日

調 査 員：佐川俊一、冨永勝也

整理の概要

平成１６年度に検出された遺構は縄文時代中期後半から後期初頭にかけてのもので、遺物総数は約６６０，０００

点である。今年度は後期初頭の盛土遺構から出土した遺物の二次整理を進めている。ここでは整理作業

で復元された特徴的な遺物を紹介したい。館野遺跡の盛土遺構からは、道内の他遺跡では例をみない、

珍しい形状の土器が１個体出土している。底部外方に六か所の張り出しがあり、上位から底面に向かっ

て斜角に貫通孔が施される。土器の形状から用途を推測すると、対をなす孔にそれぞれ紐をとおし、３

本の紐を組みあわせることによって、水平に安定した状態で土器を吊るす事ができる。このことから空

中に吊り提げる為につくられた土器と推測される。形状からこれを吊り穴付き小型土器と呼称する。

遺物出土位置図
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ほく と し たて の

北斗市 館野６遺跡（B－０６－３５）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市館野８５－１ほか

調査面積：５，７６８㎡

調査期間：平成２０年５月１２日～１１月２８日

調 査 員：越田賢一郎、西田 茂、佐藤和雄、佐川俊一、立川トマス、谷島由貴、中山昭大、袖岡淳子、

佐藤 剛、吉田裕吏洋

遺跡の概要

館野６遺跡は、北斗市街地から南南西に約４．５㎞、標高５２～５８ｍの海岸段丘上に位置する。昨年度か

ら継続して調査を行っている館野２遺跡とは、矢不来川を挟んだ対岸にあたる。今回の調査は、海側の

段丘上及び斜面部分の調査を行った。

基本層序は、Ⅰ層：表土・耕作土、Ⅱ層：黒色土層・褐色土層（黒色土及び白頭山‐苫小牧火山灰：

B�Tm・１０世紀頃降下に由来する二次堆積層：縄文時代晩期以降）、Ⅲ層：黒色土層（縄文時代晩期～
前期時代）、Ⅳ層：漸移層（縄文時代早期）、Ⅴ層：黄褐色ローム質土層（旧石器時代：今回は出土して

いない）である。またⅡ層上位の黒色土中位や地形の落ち込みには、まれに駒ケ岳ｄ降下火山灰（Ko�
d：１６４０年降下）が堆積する。

遺構と遺物

遺構は、Ⅲ層上面で、駒ケ岳ｄ降下火山灰より新しい時期の畑跡を検出した。また、Ⅲ層を中心に、

竪穴住居跡１７軒、土坑４３基、Ｔピット６基、小ピット１９８基、焼土６２か所などを検出した。主体となる

時期は縄文時代前期～後期前半である。
うね

畑跡は、主軸方向が南北に偏るものとそれにやや直交気味に交差するものを検出した。また、畝から

は炭化物も検出し、一部には焼土の痕跡もみられた。これらのことから、近世の一定程度の期間、継続

して営まれた焼畑跡の可能性がある。

竪穴住居跡は、縄文時代前期後半のものと中期前半のものを検出した。平面形は、円形、隅丸方形、

隅丸長方形のものである。その中には重複関係が認められるものがある。また、竪穴住居跡で生活面を
じ しょう ろ

把握できたものがある。竪穴住居跡のほとんどは地床炉で、一部に石囲炉がある。主柱穴は、４本、５

本、６本などがある。遺物は、生活面や床面から、完形品を含む土器、スクレイパーを中心とする剥片

石器類、すり石、台石を中心とする礫石器類が出土している。
かいがらじょうこんもん

Ⅳ層下位からⅤ層の調査においては、縄文時代早期後半（貝殻条痕文土器の時期）の土坑・焼土など

の遺構及び遺物を検出した。土坑は堆積状況が埋め戻しと考えられるもので、土坑墓の可能性がある。

今年度の遺物は概算でコンテナ（５９×３９×１５㎝）２８５箱である。Ⅲ層からⅤ層にかけて、縄文時代早

期後半、前期後半～後期前半、晩期、続縄文時代前半の土器が出土しており、主体は縄文時代前期後半

～後期前半である。石器は石鏃、つまみ付ナイフ、スクレイパー、石斧、たたき石、すり石、石製品な

どが出土している。

また、自然地形として、地すべり断層の可能性が高い地割れ２か所を検出した。調査区は、中央部分

が周囲よりくぼんだ地形となっており、その要因として、この地すべりが断続的に起こった可能性があ

る。地すべりは縄文時代前期後半の竪穴住居跡の廃絶後に発生していることが判明している。

調査は次年度も継続して行う予定である。
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縄文時代中期前半竪穴住居跡調査状況

生活面遺物出土状況 床面遺物出土状況
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近世畑跡

縄文時代早期後半土坑 縄文時代前期土坑

縄文時代フラスコ状土坑調査状況 土鈴出土状況
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ほく と し や ふ らい

北斗市 矢不来８遺跡（B－０６－７４）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市矢不来４２１ほか

調査面積：１，７９１㎡

調査期間：平成２０年５月１２日～７月３１日

調 査 員：佐藤和雄、袖岡淳子、佐藤 剛

遺跡の概要

矢不来８遺跡は、北斗市街地から南南西に約５．９㎞の標高６０～６５ｍの海岸段丘上に位置する。当セン

ターにおいて、平成１７・１８年度に調査を行っている。今回の調査は、段丘上の平坦面の調査を行った。

基本層序は、館野６遺跡に準じている。

遺構と遺物

今年度の調査では、遺構はⅢ層を中心に土坑１基、焼土３か所などを検出した。主体とする時期は縄

文時代中期～晩期期前半である。出土遺物は、土器・石器等の概算で約９００点である。

ほく と し や ふ らい

北斗市 矢不来１０遺跡（B－０６－７６）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北斗市矢不来２２９ほか

調査面積：１，９０７㎡

調査期間：平成２０年５月１２日～７月３１日

調 査 員：佐藤和雄、袖岡淳子、佐藤 剛

遺跡の概要

矢不来１０遺跡は、北斗市街地から南南西に約５．３㎞の標高６５～６８ｍの海岸段丘上に位置する。当セン

ターにおいて、平成８年度に調査を行っている。今回の調査は、段丘上の平坦面の調査を行った。

基本層序は、館野６遺跡に準じている。

遺構と遺物

今年度の調査では、遺構はⅢ層を中心に土坑９基、Ｔピット１基、焼土２か所を検出した。主体とす

る時期は縄文時代早期と中期～晩期前半である。出土遺物は、土器・石器等の概算で約２４０点である。

矢不来８遺跡全景 矢不来１０遺跡縄文時代Ｔピット
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ほく と し や ふ らい

北斗市 矢不来９遺跡（B－６－７５）

事 業 名：高規格幹線道路函館江差自動車道函館茂辺地道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局函館開発建設部

所 在 地：北海道北斗市矢不来４１５

調査面積：１，５１４㎡

調査期間：平成２０年５月１２日～８月７日

調 査 員：佐藤和雄、袖岡淳子、佐藤 剛

遺跡の概要

遺跡は北斗市市街地から南西へ約６㎞、現海岸線より内陸におよそ１㎞に位置し、函館湾に注ぐ茂辺

地川へ向かう沢に緩やかに下る、標高６０～６５ｍの海岸段丘上に立地する。同じ段丘面に矢不来８遺跡と

矢不来１０遺跡があり、その中間となる。調査区は西側の沢に面した平坦面と、沢状地形を挟み南東に下

る斜面とに分けられる。平坦面の一部と斜面は平成１９年度に調査・報告されている。本年はその北東～

南西に続く範囲を調査した。

遺跡の基本層序はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土（駒ケ岳ｄ火山灰：Ko�d、１６４０年降灰を含む）、Ⅱ´層：
暗褐色土層（白頭山‐苫小牧火山灰：B�Tm、１０世紀降下に由来する二次堆積層）、Ⅲ層：黒褐色～黒
色土層（今年度は土色の違う上位と下位で出土する遺物の時期が違うことからⅢａ層、Ⅲｂ層と区分し

た）、Ⅲａ層：黒褐色土層（縄文時代後期前葉）、Ⅲｂ層：黒色土層（縄文時代中期前半）、Ⅳ層：暗褐

色土と黄褐色土が斑状の層（漸移層）、Ⅴ層：黄褐色土層（ローム層）である。

遺構と遺物

近世以降の遺構は、駒ケ岳ｄ火山灰（Ko�d）の上位から掘り込まれた柱穴で構成されている平地住
居跡１軒を検出した。中央には炉がある。柱穴の覆土中からはキセルの吸い口が出土した。

縄文時代の遺構は竪穴住居跡２軒、土坑６基、集石１か所、焼土３０か所を検出した。住居跡はいずれ

も床面の出土遺物から縄文時代中期前半、構築面はⅢｂ層中である。１軒は調査区西側の沢に面した平

坦面にあり、住居跡周辺に掘り上げ土がマウンド状に検出された。平面は楕円形で、床面の中央に粘土

を貼った炉跡がある。もう１軒は平坦面と斜面に向かい緩やかに下る、地形が変化する地点に検出した。

平面は楕円形で掘り込みは浅く、掘り上げ土は検出していない。土坑、焼土のうち西側の沢に面する平

坦面に位置する遺構が概ね縄文時代中期前半で、竪穴住居跡の掘り上げ土の下のⅢｂ層で検出した。南

東の斜面部に面する遺構は、検出層位（Ⅲａ層～Ⅲｂ層上位）と周辺の遺物から縄文時代後期前葉と考

えられる。集石は被熱した台石様礫の破砕片の集まりで、周辺から出土する遺物から判断すると、縄文

時代後期前葉のものと考えられる。

遺物は土器・石器等あわせて約１６，０００点出土した。土器は縄文時代中期前半、縄文時代後期前葉のも

のが出土した。剥片石器は石槍、石鏃、つまみ付きナイフ、スクレイパー、剥片、石核などがある。石

材は頁岩製のものが大多数であるが、黒曜石製の石槍２点を出土している。このうち１点が縄文時代後

期前葉の土器のまとまり（写真参照）とともに出土した。礫石器では、磨製石斧、たたき石、すり石、

扁平打製石器、台石、石皿などが出土した。
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調査状況

柱穴覆土キセル出土状況

近世以降の平地住居跡 黒曜石製石槍出土状況

縄文時代中期前半竪穴住居跡 集石検出状況
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え にわ し にししままつ

恵庭市 西島松５遺跡（A－０４－３８）

事 業 名：柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：北海道石狩支庁（札幌土木現業所）

所 在 地：恵庭市西島松３０６番、５０１番地先河川敷地

調査面積：２１，２１０㎡

整理期間：平成２０年４月１日～平成２１年３月３１日

調 査 員：土肥研晶、柳瀬由佳

整理の概要

平成１２年から５年間の発掘調査で、住居跡７５軒、土坑（土坑墓を含む）８２５基、Ｔピット２３基、焼土４５４

か所、小ピット３，５１４か所、集石遺構５か所が見つかっている。遺物は１，６６７，８５６点が出土しているが、

その９割が縄文時代後期後葉～晩期初頭期のものである。遺物の多くは同時期の盛土遺構から出土した

ものである。今年度は西島松５遺跡の最後の報告書である「西島松５遺跡（６）」を刊行する。

表１ 西島松５遺跡（６）掲載遺構

表２ 西島松５遺跡報告済遺構数

遺 構 番 号 欠 番 合 計

土 坑 ３３７号～８３５号 ６７７・６８６・７２７・７３２号 ４９５ 基

Ｔピット １１号～１６号 ― ６ 基

小ピット ２５１３号～３７７４号 ２９９１・３２２４・３３７２・３４４０・３４６５ １，２５７か所

集石遺構 １号～５号 ― ５か所

焼 土 １６０号～４５９号 ３１９号 ２９９か所

遺 構 番 号 欠 番 合 計

住 居 跡 H１～H７５・X１ H１０ ７５ 軒

土 坑 P１～P８３５号・X２～X７

P１２４・P１４０・P１４１・P１４２・P１４７・

P１６７・P２０４・P２０５・P２０６・P２１５・

P２１６・P２４３・P６７７・P６８６・P７２７・P７３２

８２５ 基

Ｔピット
TP１～TP１６・P１２４・P１４０・

P１４１・P１４２・P１４７・P２１５・P２１６
― ２３ 基

小ピット SP１～SP３７７４
２０１～３３０・４６６・５０１～６２０・１４８４～

１４８７・２９９１・３２４４・３３７２・３４４０・３４６５
３，５１４か所

集石遺構 １号～５号 ― ５か所

焼 土 F１～F４５９ F１０・F１９・F３８・F１５３・F３１９ ４５４か所
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表３ 報告書別掲載遺構一覧

表４ 報告書別報告済遺物点数一覧

住居 土坑 Tピット 小ピット 焼土 集石

西島松５

X１・

H１～９

X２～７

P１～２２１

TP１～８

Pより７基
SP１～１０１３ F１～５６ �

１０軒 ２１６基 １５基 ７６２か所 ５３か所 �

西島松５（２）
H１１～１９ P２２２～３３４ TP９・１０ SP１０１４～２５１２

F５７～１５６

（一部（３）へ）
�

９軒 １０８基 ２基 １４９５か所 ９５か所 �

西島松５（３）
�

２３６・２３８・２３９

３１０・３３５・３３６
� �

F１０３・１０８・１１８・１５２

F１５７～１５９
�

� ６基 � � ７か所 �

西島松５（４）
H２０～７５ � � � � �
５６軒 � � � � �

西島松５（５）
� � � � � �
� � � � � �

西島松５（６）
� P３３７～８３５ TP１１～１６ SP２５１３～３７７４ １６０～４５９ １～５

� ４９５基 ６基 １２５７か所 ２９９か所 5か所

計 ７５軒 ８２５基 ２３基 ３５１４か所 ４５４か所 5か所

土器 土製品 石器 石製品 金属製品 漆製品 木製品 骨角器 その他 合計

西島松５ ２０１，０９１ ２０２ ７５，１２３ ３２ ６５ ２７６，５１３

西島松５（２） ２６，７５５ ７１ ８，２００ ２３ １７５ ３５，２２４

西島松５（３） ５４２，１８８ ９３８ １００，５０６ １３７ ２ ２ １８ １ ６４３，７９２

西島松５（４） １０，１１８ １５ ９，２６７ ３ ６ ２ １９，４１１

西島松５（５） ５１８，２０１ １，０７６ １１９，８２３ ８３ ３ １９ ５４ ６３９，２５９

西島松５（６） ２９，５７８ １６６ ２１，９２８ １，５２１ １４１ ３２２ １ ５３，６５７

西島松５ 合計 １，３２７，９３１ ２，４６８ ３３４，８４７ １，７９９ ２５１ １４１ ２ ３６１ ５６ １，６６７，８５６
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えんがるちょう きゅうしらたき

遠軽町 旧白滝３遺跡（I－１７－１４８）

事 業 名：旭川紋別自動車道白滝丸瀬布道路工事に伴う埋蔵文化財調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局網走開発建設部

所 在 地：紋別郡遠軽町旧白滝３２５

調査面積：３，３００㎡

調査期間：平成２０年５月７日～８月１３日

調 査 員：熊谷仁志、坂本尚史、直江康雄

調査の概要
ゆうべつがわ

旧白滝３遺跡は、白滝市街地から北東側約４㎞に位置している。湧別川の河岸段丘上に立地し、標高
ほろ か ゆうべつがわ

は３５０ｍ前後、現在の湧別川との比高はおよそ３０ｍである。幌加湧別川と湧別川との合流点からは直線

で約１㎞、赤石山山頂までは約７．７㎞の距離がある。遺跡の上流側にはホロカ沢Ⅰ遺跡、旧白滝５遺跡が、

下流側には旧白滝１５遺跡が隣接している。

調査により、１，４６０，０００点におよぶ旧石器時代の遺物を検出した。石器ブロックは１５か所以上が認め

られ、後期旧石器時代前半期から終末期にかけての複数の石器群で構成されている。また、炭化木片ブ

ロック・焼土などの遺構も２３か所検出している。さらに、これらを重層的に検出することが出来た。

土層堆積状況

基本層序はⅠ～Ⅲ層に区分している。

Ⅰ層：表土

Ⅱ層：黄褐色粘質土層

【本来の遺物包含層で層厚は４０～６０㎝が通常である。小礫・礫片を含有する。ソリフラクション

による風成土の再堆積層と捉えている。】

Ⅲ層：にぶい黄褐色～灰白色粘質土層

【Ⅲ層は約３万年前降下の大雪御鉢平火山灰層（Ds�Oh）の直下もしくは直上の土としている。
旧白滝地区では地点によって堆積状況が異なるため、Ds�Ohを鍵層として判別した無遺物層
をⅢ層として扱っている。】

また、調査区中央部北西側（山側）では、層厚２．２ｍを超える堆積を確認した。上下関係を有する、

大きく３枚の文化層が認められ、北海道内の旧石器遺跡では貴重な検出例と考えられる。堆積は調査区

内微高地に隣接する１００㎡ほどの範囲で認められ、予察的ではあるが、下記の過程で形成されたと理解

できる。

①沢流路の水成堆積と埋没（台形様石器石器群包含）
ひろさとかた

②ソリフラクションによる再堆積（舟底形石器石器群・広郷型細石刃核石器群包含）

③安定した風成堆積（小型舟底形石器石器群包含）

なお、土層の観察においては、北海道大学地球環境科学研究科中村有吾氏の指導・助言を得ている。
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遺跡の位置 （国土地理院発行５万分の１地形図「白滝」「丸瀬布南部」
「上支湧別」「大和」を使用）

赤石山と白滝遺跡群 （国土地理院発行数値地図２５，０００（地図画像）「北見」、
数値地図５０mメッシュ（標高）「日本‐Ⅰ」を基にカシ
ミール３Dで作成）
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遺構と遺物

� 検出石器群

確認した石器群と主な内容は以下のとおりである。
だいけいよう

① 台形様石器石器群【台形様石器・石核（サイコロ状）・棒状原石・メノウ剥片】
とうげした さっこつがた さくへん ちょう き そう き

② 峠下・札滑型？細石刃核石器群【細石刃・札滑型細石刃核・削片・彫器・掻器】
ふなぞこがた せんとう き さっ き

③ 舟底形石器石器群【舟底形石器・石刃核・尖頭器・大型石刃・削器】
ひろさとがたさいせきじんかく

④ 広郷型細石刃核石器群【細石刃・細石刃核・石刃核・彫器・掻器・削器・削片・大型石刃・頁

岩メノウ製品多・軽石製品・赤色顔料原材】
ゆうぜつせんとう き きりがた

⑤ 有舌尖頭器石器群【有舌尖頭器・尖頭器・彫器・掻器・錐形石器】

⑥ 小型舟底形石器石器群【舟底形石器調整剥片】

特に広郷型細石刃石器群は複数のブロックを形成し、調査区の広範囲で認められた。さらに特定の

ブロック（B２５・２６区）では、大量の細石刃を生産した痕跡が認められる。今後の整理作業により素

材石刃の生産から細石刃の剥離までの一連の製作過程が復元できると考えられる。また、同石器群に

はメノウ・頁岩製石器が多数伴い、細片も多数検出していることから、これら石材を用いた製品の加

工・調整作業が行なわれた可能性がある。

� 検出遺構

遺構は焼土（Ｆ）４か所、炭化木片ブロック（CB）１９か所である。発掘調査段階で捉えた共伴関

係は、以下のとおりである。

① 台形様石器石器群：炭化木片ブロック３か所（CB�４・１７・１９）
② 舟底形石器石器群：炭化木片ブロック５か所（CB�２・７・９・１３・１８）
③ 広郷型細石刃石器群：焼土２か所（F�１・３・４）

：炭化木片ブロック４か所（CB�２・７・９・１３・１８）
④ 有舌尖頭器石器群：焼土１か所（F�２）

：炭化木片ブロック１か所（CB�１６）
このうち、舟底形石器や広郷型細石刃に伴うと考えられる複数の遺構（F･CB共）に礫・礫片がと

もなう状況を確認している。特にCB�７は掘り込みがなされ、覆土（炭化物層）中に礫が配置される
状況が認められた。

これら遺構の年代と共伴関係については、採取炭化物を用いた年代測定と、近接石器ブロック内容

の精査により再検討していく必要がある。
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遺跡周辺の地形

遺物分布状況

土層堆積状況（C～E２９ライン）

土層堆積状況（調査区北西壁）
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調査状況

土層堆積状況（調査区北西壁）
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遺物出土状況（B２５区広郷型細石刃石器群ブロック）

遺物出土状況（C２６区広郷型細石刃石器群ブロック）
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白滝遺跡群の整理

今年度は旧白滝５（平成１５・１８・１９年度調査分）・ホロカ沢Ⅰ・旧白滝１５・旧白滝１６・旧白滝１遺跡

の二次整理と今年度調査した旧白滝３遺跡の一次整理を行った。

報告書作成の順番によって作業内容は異なり、今年度報告の旧白滝５（平成１５年度調査分）遺跡は『白

滝遺跡群Ⅸ』の編集作業と刊行、平成２１年度報告予定の旧白滝１６・旧白滝１遺跡は接合作業・図化・デー

タ処理作業と図版作成作業を行い、平成２１年度以降に報告を予定している旧白滝５（平成１８・１９年度調

査分）・ホロカ沢Ⅰ・旧白滝１５遺跡は接合作業、及び図化・データ処理作業を行った。

ここでは旧白滝１６遺跡の「白滝Ⅰ群」について説明する。旧白滝１６遺跡は、黒曜石の原石山である赤

石山から流れ出る幌加湧別川と湧別川の合流点付近から約２．８㎞下流に位置している。調査面積は１，８２１

㎡で、１８，１０５点（点取り遺物３，３６０点、一括遺物１４，７４５点）の石器類が出土した。

「白滝Ⅰ群」（小型不定形剥片石器群）は、点取り遺物で１，８３９点ある。調査区全体に分布し、大きく

８つの集中域にまとまっている。石器類は二次加工ある剥片（「裏面微細加工石器」を含む）を主体と

し、彫器・掻器・削器・錐形石器が見られ、石核の出土も多い。

接合作業の結果、剥離技術は大きく４つに分けられた。①石核の広い平坦面（剥片の腹面を含む）を

作業面として求心状に打撃し、貝殻状の剥片を剥離するもの、②石核の小口面を作業面として平坦面か

らの打撃により、横長剥片を剥離するもの、③石核の小口面を作業面として長軸方向に打撃し、縦長剥

片を剥離するもの、④打面と作業面を入れ替える交互剥離を基本として行い、その作業場所を転移させ

ていき、最終的な石核の形態がサイコロ状になるもので、横長剥片・縦長剥片の他に剥片の片側縁が

「く」の字状となる剥片が剥離されものである。

④の内、初期段階で縦長剥片を連続的に剥離するものを確認した（下図）。以下に詳しく述べる。石

材は平坦面の残る転礫を利用し、ほぼ原石の状態で遺跡内に搬入されている。稜調整などの石核調整は

行われず、原石の自然の稜を利用して剥離が開始されている。まず上面に大きく打面が作出され、正面

で上からの剥離が行われている。次に、下面で下設の打面を作出し、正面で下からの剥離が打面再生を

挟んで行われている。これら正面の剥離には両側縁とほぼ平行する稜を持つ縦長剥片が多く含まれてい

る。ここまでの一連の剥離は石刃技法の範疇で捉えることも可能である。その後は、正面と上面の交互

剥離が主体となり、作業場所を転移ながら剥離が進行し、最終的にサイコロ状の石核が遺棄されている。

「白滝Ⅰ群」では、③・④の剥離技術の中で縦長剥片を剥離しており、大型のものは上述のように剥

片剥離の初期段階で得ていたものと考えられる。

旧白滝１６遺跡の接合資料
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くし ろ ちょう てんねる

釧路町 天寧１遺跡（M－０２－２８）

事 業 名：町道床丹５号線道路改良事業埋蔵文化財調査

委 託 者：釧路町

所 在 地：釧路郡釧路町中央７�１５
調査面積：７００㎡

調査期間：平成２０年６月２３日～９月１８日

調 査 員：笠原 興、鈴木宏行

遺跡の概要

遺跡はJR釧路駅から東北東へ約５㎞離れた釧路川左岸の別保原野内に位置する。調査区は地表面（旧

湿原）からの比高約５～６ｍの丘陵地で、半島状につきでた丘陵の端部である。調査区周辺は釧路湿原

の東縁にあたり、谷地坊主がみられる地点もあったが、宅地化によってその範囲は狭められている。

遺跡のある台地部分は、テンネル式土器の標識遺跡となった天寧第１地点や天寧北貝塚、天寧南貝塚

等が分布しており、古くから遺跡の存在が知られている場所であったが、現在ではそれらは一括して天

寧１遺跡として登録されている。また、平成１７・１８年度に調査された地点は丘陵の南側にあたる。今回

の調査範囲は平坦部と斜面部に分けられ、平坦部からは多くの遺構が、斜面部からは「魚骨層」が検出

された。

基本土層はⅠ層：表土、Ⅱ層：黒色土層、Ⅲ層：褐色土層、Ⅳ層：黒色土層、Ⅴ層：黄褐色土層であ

る。Ⅰ層には樽前ａ・ｂ、駒ケ岳ｃ２テフラが混じり、斜面部下部のⅣ層には樽前ｃテフラとみられる

火山灰を確認している。主な遺物包含層はⅢ層で、「魚骨層」は斜面部のⅢ層下部に堆積している。

遺構と遺物

遺構は竪穴住居跡４軒、土坑２９基、焼土１３か所、集石６か所、斜面部において多量の動物遺存体を含

む「魚骨層」を検出した。これらの遺構は、縄文時代晩期末～続縄文時代後期後半にかけての時期と考

えられる。

竪穴住居跡４軒のうち、H－１・４には床面中央部に炉跡と考えられる焼土が伴い、H－４の炉跡には石

囲いがある。H－４の北側は削平と崩落のため、住居の約半分を消失している。H－３は円形でやや小型

の竪穴状遺構で、中央部に砂岩製の台石様の石器を伴い、周囲から微細な骨片を検出した。

土坑２９基のうち、土坑墓と考えられるものが約１５基ある。これらは覆土が埋め戻し状の堆積であり、

床面にベンガラや副葬品を伴う。そのほかは覆土が自然堆積と考えられるものが多く、性格は不明であ

る。土坑墓P－４のベンガラ中からは石斧３点、黒曜石製剥片石器が５点出土した。P－１２は小型の浅い
かっせき まがたま

土坑墓で滑石製の勾玉のほか計６点の遺物がベンガラ中から出土した。また、P－１・５・２０は他と比較

してやや大型の土坑で、このうちP－５からは北大Ⅱ式と考えられる完形土器が２点出土した。これら

３基の土坑からはベンガラを確認していない。

東西の斜面部で確認された「魚骨層」はヒラメ、カレイ類、スズキやイトヨ等の魚骨を多量に含む層

で、層厚は最大５０㎝ほどである。魚骨のほか、イルカ・クジラ等の海獣骨、オオハクチョウ等の鳥骨、

エゾシカ、イヌ等の陸獣骨も含まれ、イノシシの犬歯や切歯も出土している。「魚骨層」は動物遺存体
もりがしら

のほか、多くの土器・石器・灰・炭化物・ベンガラを含み、銛頭や針等の骨角器も出土している。採取
ど のうぶくろ

した魚骨層は土嚢袋で１，４００を数えた。

遺物は土器、石器等が約１５０，０００点出土した。土器は縄文時代晩期末の緑ヶ岡式が主体である。石器

は黒曜石製の剥片石器が多く、礫石器は少ない。
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遺跡位置図 （国土地理院長の承認を得て作成された２千５百分の１地形図
「釧路町現況図」を使用）

西斜面魚骨層

東斜面魚骨層

遺構位置図
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西斜面魚骨層検出状況

西斜面魚骨層土層断面 西斜面魚骨層動物遺存体出土状況

西斜面魚骨層土器出土状況 東斜面魚骨層骨角器出土状況
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縄文時代晩期～続縄文時代竪穴住居跡（H－１）

続縄文時代土坑墓（P－５）

縄文時代晩期土坑墓（P－４） 平坦部遺構群
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しもかわちょう

下川町 サンル４線遺跡（F－２１－６８）

事 業 名：天塩川サンルダム建設事業の内埋蔵文化財発掘調査

委 託 者：国土交通省北海道開発局旭川開発建設部

所 在 地：上川郡下川町字珊瑠１５３０

調査面積：９００㎡

調査期間：平成２０年９月３日～１０月２９日

調 査 員：笠原 興、直江康雄

調査の概要

サンル４線遺跡は、下川市街から北北東へ約４㎞、四線沢川とサンル川との合流点の南側にある。今

年度は最も低位の段丘面上にあるＡ地区の調査を行った。

Ａ地区の標高は１５８ｍ前後で、サンル川との比高はおよそ５ｍである。この地区は四線沢川ないしサ

ンル川の氾濫原にあたり、段丘化までに数回の洪水性の堆積が確認できる。遺跡の南東側は山地形で、

その地質には珪化岩の岩帯が含まれている。したがって、背後の山地から流れる四線沢川からは、多量

の珪化岩原石の採取が可能である。遺跡ではこれらの原石を利用した石器製作の痕跡を確認した。なお、

山地形の反対側山麓には学史的に有名なモサンル遺跡があり、本遺跡と同様に多量の珪化岩が用いられ

ている。

基本土層は、表土：腐植土＋礫、Ⅱ層：砂礫層、Ⅲ層：灰色粘土・腐植土・砂の互層（ラミナ層）、

Ⅳ層：ラミナ層下部の灰色粘土層、Ⅴ層：砂礫層となっている。Ⅴ層のうち、自然堤防状の高まりを遺

物分布図に示した。これらはおおよそ四線沢川と平行する方向で確認されており、当時の四線沢川の河

道跡と考えられる。

遺構と遺物

遺物は全て石器類で、約１０，０００点出土した。昨年度のトレンチ調査分を加えると約１５，０００点となる。

掘り込みを伴う遺構や焼土は検出していない。遺物の出土層位は表土からⅤ層の間である。大部分の遺

物は、河川堆積が成因であるⅡ層・Ⅴ層から出土している。これらの遺物及び表土・Ⅲ層から出土した

遺物は、原位置を留めていないと判断し、調査区一括で収集した。Ⅳ層から出土した遺物は、ラミナ層

にパックされた状態であったため、出土位置の記録を行った。

石器類の大部分は剥片で、その他にスクレイパー、二次加工痕のある剥片、石核が少量出土している。

石材は珪化岩が用いられており、中でも黒色のものが多く見られた。その他に安山岩の剥片を１点確認

している。

Ⅳ層中からはフレイク集中を６か所で確認した。いずれも径１ｍ前後の小規模なもので、集中域内の

出土点数は１００点前後である。特にz２３区付近で３つの集中を近接して確認している。u１７及びx１８区か

ら出土した集中は、Ⅴ層の高まりの縁に分布している。各集中内には同一母岩と認定可能な石器類があ

り、接合作業によって当時の人間活動の一端を復元できる可能性がある。Ⅳ層からは、型式学的に年代

の特定できるような遺物は出土していない。昨年度のトレンチ調査でⅣ層から出土した炭化木片の１４Ｃ

年代測定値が、４，８５５±２５yrBPであった。古木効果の影響を考慮する必要があるが、Ⅳ層はおおよそ縄

文時代中期前半に位置付けられ、上位の段丘面で出土した土器（Ｄ・Ｅ地区）の年代と同様の範囲に納

まる。

Ⅱ層中には、背面の稜線が側縁とほぼ平行する縦長剥片や連続的に縦長剥片を剥離した痕跡のある石

核が少量出土している。これらは旧石器時代の石刃・石刃核と思われ、四線沢川の上流部に旧石器時代

の遺跡が存在する可能性がある。
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遺跡位置図 （国土地理院５万分の１地形図
「サンル」・「下川」を元に作図した）

調査状況

…Ⅴ層上面の礫層の範囲

Ⅳ層出土の遺物分布図
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３ 自然科学的分析
くし ろ ちょうてんねる

釧路町天寧１遺跡の放射性炭素年代測定結果について

天寧１遺跡は、釧路郡釧路町字別保原野南２２線４７－４に位置する。平成１７・１８年度に一般国道４４号釧

路町釧路外環状道路工事に伴う埋蔵文化財発掘調査を行い、平成２０年に報告書を刊行した（北埋調報第

２５４集）。整理の段階で、学術創成研究「弥生農耕の起源と東アジア－炭素年代測定による高精度編年体

系の構築－」の一環として、天寧１遺跡出土試料を提供した。その結果が得られたので、ここに報告す

る。なお、測定機関は㈱パレオ・ラボ（略記号PLD）で、較正年代はIntCal０４が用いられている。

表１ 天寧１遺跡放射性炭素年代測定試料一覧

表２ 天寧１遺跡放射性炭素年代測定結果一覧

測定機関番号 試料番号 試料種類 試料の時期 採取地点 採取層位 サンプル番号 土器型式

PLD�１０８６４ HDNISHI�０１ 骨（ヒト） 縄文後期前葉 GP１
覆土（盛土遺構ｍ
２層中に掘り込み）

人骨№１ 北筒Ⅲ～Ⅴ式

PLD�１０８６５ HDNISHI�０２ 骨（スズキ歯骨Ｒ） 縄文後期前葉 貝塚 貝塚下層 骨№１４ 北筒Ⅴ式

PLD�１０８６６ HDNISHI�０３ 骨（オットセイ♂若（大）上腕
骨Ｒ）

縄文後期前葉 貝塚 貝塚下層 骨№１１ 北筒Ⅴ式

PLD�１０８６７ HDNISHI�０４ 骨（タラ椎体） 縄文後期前葉 貝塚 貝塚下層 骨№８ 北筒Ⅴ式

PLD�１０８６８ HDNISHI�０５ 骨（シカ成獣距骨Ｒ） 縄文後期前葉 貝塚 貝層 骨№１０ 北筒Ⅴ式

PLD�１０８６９ HDNISHI�０６ 骨（オットセイ♀ＡＤ大腿骨Ｒ） 縄文後期前葉 貝塚 貝層 骨№１２ 北筒Ⅴ式

PLD�１０８７０ HDNISHI�０７ 骨（ヒト指骨） 縄文後期前葉 K�４９ ｍ２層 人骨№２８ 北筒Ⅲ～Ⅴ式

PLD�１０８７１ HDNISHI�０８ 骨（ヒト） 縄文後期前葉 K�４９ ｍ２層 人骨№２９ 北筒Ⅲ～Ⅴ式

PLD�１１１４９ HDNISHI�０９ 骨

PLD�１１１４０ HDMB�K１ 貝 縄文後期前葉 貝塚 貝層 北筒Ⅴ式

PLD�１１１４１ HDMB�K２ 貝 縄文後期前葉 貝塚 貝層 北筒Ⅴ式

PLD�１１１４２ HDMB�K３ 貝 縄文後期前葉 貝塚 貝層 北筒Ⅴ式

測定機関番号
炭素１４
年代

暦年較正（cal BC） ㈱昭光通商

年代１ 確率１ 年代２ 確率２ 年代３ 確率３ 年代４ 確率４
δ１３Ｃ
（‰）

δ１５Ｎ
（‰）

ＣＮ比

PLD�１０８６４ ４５００ ２５
３３４５�
３２６０

３３．４
３２５０�
３０９５

６２ �１３ ２０．２ ２．８８２７６

PLD�１０８６５ ４４６５ ２８
３３３５�
３２１０

５１．７
３１９０�
３１５０

１１．８
３１４０�
３０８０

１９．２
３０７０�
３０２５

１２．８ �９．７２ ４２．７

PLD�１０８６６ ４４３０ ３０
３３２５�
３２３５

２０．６
３２２５�
３２２０

０．６
３１７５�
３１６０

２
３１２０�
２９２５

７２．３ �１４．９ １５．１ ２．８４２４７

PLD�１０８６７ ４４３０ ３０
３３２５�
３２３５

２０．６
３２２５�
３２２０

０．６
３１７５�
３１６０

２
３１２０�
２９２５

７２．３ �１２．４ １５．８ ２．８１５０７

PLD�１０８６８ ３７４０ ２５
２２７０�
２２５５

１．８
２２０５�
２１１５

６４．５
２１００�
２０３５

２９．２ �２２ ３．８６ ２．８３８７１

PLD�１０８６９ ４２９５ ２５
３００５�
２９９０

２．１
２９２５�
２８８０

９３．４ �１５．２ １６ ２．８３６６

PLD�１０８７０ ４４０５ ２５
３０９５�
２９２０

９５．４ �１２．８ １９．８ ２．８３１０８

PLD�１０８７１ ４３９０ ２５
３０９０�
３０４０

１９．９
３０３０�
２９２０

７５．３ �１３．２ １９．７ ２．８５４３

PLD�１１１４９ ４４９０ ３０
３３４５�
３０９０

９４．８
３０４０�
３０３５

０．７

PLD�１１１４０ ４４１５ ２５
３２６５�
３２４５

４．３
３１００�
２９２０

９１．２

PLD�１１１４１ ４５２０ ２５
３３５０�
３３０５

１９．３
３３０５�
３２６５

１１．１
３２４０�
３１００

６５．１

PLD�１１１４２ ４４８５ ２５
３３４０�
３０９０

９５．３
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付記

これら測定試料は、人骨および動物遺存体の測定を行うことで、炭化材や炭化種子との測定値にどの

程度差が現れるかを明らかにするために選定したものである。参考に報告書に掲載した放射性炭素年代

測定試料及び結果一覧（表３）を掲載した。すべての測定結果のうち、貝塚と盛土遺構出土試料につい

て図にしたのが図１である。この図の左側４，２００ y．B．P．より古い測定値は、図右側の４，０００ y．B．P．よ

り新しい測定値より６００～９００ y．B．P．の差がある。これらは、「海洋リザーバー効果」などの影響と考

えられる。なお、人骨の炭素、窒素同位体を見ると、海産物を中心とした食生活であったことが読み取

れる。 （福井淳一）

引用文献：『釧路町 天寧１遺跡』�北海道埋蔵文化財センター調査報告書第２５４集 ２００８年３月

測定機関番号 試料番号 試料種類 試料の時期 採取地点 採取層位 サンプル番号 BP年代 較正年代

IAAA�６２０１０ TN�１５ 泥炭 D�５６ ⅩⅡｂ層 土壌５４ ５４９５±４０ ４４５０－４３１０BC

IAAA�６２００９ TN�１４ 泥炭 D�５６ ⅩⅡa層 土壌５３ ５３０８±４０ ４２６０－４０３０BC

IAAA�６２００８ TN�１３ 泥炭 縄文前期前葉 D�５６ Ⅹ層 土壌５２ ５６７３±３３ ４６００－４４４０BC

IAAA�６２００７ TN�１２ 泥炭 D�５６ Ⅸ層中 土壌５７ ５２３１±３６ ４０８０－３９６０BC

IAAA�６２００２ TN�０７ 炭化木片 縄文前期中頃 E�５１ Ⅷ層 炭５２ ５０８５±３３ ３９７０－３７９０BC

IAAA�６２００６ TN�１１ 泥炭 D�５６ Ⅷb層 土壌５６ ４７４１±３５ ３６４０－３４９０BC

IAAA�６２００５ TN�１０ 泥炭 D�５６ Ⅷa層 土壌５５ ４８３６±３５ ３７００－３６２０BC

IAAA�７０５７５ TN�１９ 炭化木片 縄文後期前葉 K�５０ ｍ１３層 フローテーション ３７４６±３３ ２２３０－２０３０BC

IAAA�７０５７４ TN�１８ 炭化木片 縄文後期前葉 I�５１ ｍ１２層 フローテーション ３９３０±３３ ２５００－２２９０BC

IAAA�７０５７３ TN�１７ 炭化木片 縄文後期前葉 K�４８⑫ ｍ５層 フローテーション ４３８８±３４ ３１００－２９１０BC

IAAA�６２０００ TN�０５ 炭化木片 縄文後期前葉 F６９ ｍ４層 炭４７ ４５０８±３７ ３３６０－３０９０BC

IAAA�６１９９９ TN�０４ 炭化木片 縄文後期前葉 S４２ ｍ３層 炭３８ ４４６８±３８ ３３５０－３０２０BC

IAAA�６１９９８ TN�０３ 炭化木片 縄文後期前葉 K�４８⑧ ｍ２層 炭４５ ３７８９±３６ ２３５０－２１２０BC

IAAA�７０５７９ TN�２３ 炭化木片 縄文後期前葉 S１９ Ⅵ層 フローテーション ３８９５±３３ ２４８０－２２８０BC

IAAA�７０５７８ TN�２２ 炭化木片 縄文後期前葉 炭集中１ Ⅴ層下 フローテーション ３９２６±３２ ２４９０－２２９０BC

IAAA�７０５７７ TN�２１ 炭化木片 縄文後期前葉 F１１ Ⅴ層中 フローテーション ３７７９±３２ ２３００－２１２０BC

IAAA�７０５７６ TN�２０ 炭化木片 縄文後期前葉 F２ Ⅴ層上 フローテーション ３８１２±３１ ２３５０－２１３０BC

IAAA�６２００１ TN�０６ 炭化木片 縄文後期前葉 F６１ ｍ８層上 炭１ ３７６９±３４ ２３００－２１２０BC

NU�１７８７ TN�３０ 貝殻（オオノガイ） 縄文後期前葉 貝塚 貝塚中層 ４２９０±７５

IAAA�６１９９７ TN�０２ 炭化木片 縄文後期前葉 貝塚 貝塚中層 炭５３ ３７３６±３６ ２２１０－２０３０BC

IAAA�７０５８３ TN�２７ 炭化クルミ 縄文後期前葉 貝塚 貝塚中層 ３６１５±３２ ２０４０－１８８０BC

IAAA�７０５８２ TN�２６ 貝殻（ウバガイ） 縄文後期前葉 貝塚 貝塚上層 ４３１２±３２

IAAA�７０５８１ TN�２５ 貝殻（マガキ） 縄文後期前葉 貝塚 貝塚上層 ４２５６±３４

IAAA�７０５７２ TN�１６ 炭化木片 縄文晩期前半 M�４８ ｍ１層 フローテーション ３０１３±３１ １３９０－１１２０BC

IAAA�６２００４ TN�０９ 泥炭 縄文晩期前半 N�４９ Ⅳc層下 土壌６６ ２８６７±３２ １１３０－９２０BC

IAAA�６１９９６ TN�０１ 炭化木片 縄文晩期前半 P８ 覆土 炭５１ ２８６６±３５ １１３０－９２０BC

IAAA�７０５８０ TN�２４ 泥炭 縄文晩期前半 Y�３４ １３層 土壌№３５ １０６０±２９ ９４０－１０３０AD

IAAA�６２００３ TN�０８ 泥炭 Ta�aとKo�c２間 N�４９ Ⅲb層 土壌５８ １２４±３０ １７９０－１９４９AD

表３ 北埋調報第２５４集掲載天寧１遺跡放射性炭素年代測定試料一覧

図１ 天寧１遺跡貝塚・盛土遺構出土試料BP年代一覧
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４ 現地研修会の記録

９月１１日（木）、１２日（金）に森町、函館市、北斗市を会場にして現地研修会を行った。今回は研修

テーマを遺跡の発掘調査ならびに「史跡整備」の現状とし、当埋蔵文化財センターが調査中の遺跡のみ

ならず、函館市内で調査中の遺跡、函館市内、北斗市内の国指定史跡などを見学した。

調査中の遺跡および史跡の見学にあたっては、特定非営利活動法人函館市埋蔵文化財事業団、函館市

教育委員会、北斗市教育委員会から大きな配慮をいただいた。さらに、遺跡の案内・説明では萩野幸男、

田原良信、森靖裕の諸氏には、好意に満ちた対応をしていただいた。ここに記して感謝の念をあらわし

ておきます。

以下に研修会の概要を記しておく。

１１日（木） 森 町 石倉１遺跡の見学

函館市 豊崎Ｐ遺跡の見学（南茅部地区）

史跡大船遺跡の見学（南茅部地区）

特別史跡五稜郭跡の発掘調査部分、「箱館奉行所庁舎」復元工事の見学

１２日（金） 北斗市 館野６遺跡、館野２遺跡の見学

史跡松前藩戸切地陣屋跡の見学

函館市 豊崎Ｐ遺跡の見学
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特別史跡五稜郭跡の発掘調査部分の見学

「箱館奉行所庁舎」復元工事の見学
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５ 協力活動及び研修

� 協力活動

ア 発掘現場見学

＊北斗市館野２遺跡見学（せたな町姉妹都市交流推進協議会） ６月４日

＊千歳市内の遺跡見学（大阪府立弥生文化博物館「北海道史跡と考古の旅」） ６月９日

＊森町石倉１遺跡（大阪府立弥生文化博物館「北海道史跡と考古の旅」） ６月１０日

＊北斗市内の遺跡（大阪府立弥生文化博物館「北海道史跡と考古の旅」） ６月１１日

＊遠軽町旧白滝３遺跡見学（遠軽町立白滝小学校） ６月１１日

＊千歳市祝梅川上田遺跡（NHK文化センター新さっぽろ教室「北の遺跡を探る」） ６月２６日

＊千歳市梅川４遺跡（千歳市立第二小学校） ７月３日

＊森町石倉１遺跡（森・鷲ノ木ストーンサークル研究会） ７月３日

＊北斗市館野２遺跡（北斗市教育委員会） ７月１４日

＊北斗市館野２遺跡（北斗市「子どもチャレンジ講座」） ７月３０日

＊森町石倉１遺跡（七飯町歴史館ジュニア探検クラブ） ７月３１日

＊千歳市祝梅川上田・祝梅川小野・梅川１・梅川４遺跡（北海道考古学会） ８月３日

＊千歳市梅川４遺跡（千歳市教育委員会「歴史発見！人と自然の歴史を知る旅」） ８月６日

＊千歳市梅川４遺跡（道央圏連絡道路工事連絡協議会「地域高規格道路 道央圏連絡道路

（一般国道３３７号）工事現場見学会」） ８月７日

＊北斗市館野２遺跡（北斗市「ちびっ子アドベンチャー」） ８月８日

＊釧路町天寧１遺跡（こどもエコクラブくしろ） ８月１１日

＊森町石倉１遺跡（東日本高速道路株式会社新人社員研修） ９月９日

＊千歳市祝梅川上田遺跡（NPO法人千歳ひと・魅力まちづくりネットワーク） ９月２５日

＊千歳市祝梅川上田遺跡（恵庭市教育委員会） ９月２７日

＊千歳市祝梅川小野遺跡（北海道開発局札幌開発建設部用地課職員研修） ９月３０日

＊下川町サンル４線遺跡（下川町文化財保護審議委員会） １０月１０日

＊森町石倉１遺跡（東日本高速道路株式会社新人社員研修） １０月２４日

イ 委員会・講演会

＊国立民族学博物館文化資源プロジェクト「常呂町栄浦第２遺跡出土の箱形開孔板綜絖のレプリカ

もしくは模造品の製作及び周辺情報の科学分析」会議（札幌市）

《研究協力者》田口 １月１７日

＊恵庭市郷土資料館遺跡発掘調査報告会（恵庭市）

《講師》土肥 ２月１６日

＊奈良文化財研究所保存科学研究集会「壁画古墳の保存に関わる諸問題」（奈良県奈良市）

《出席》田口 ２月２７日～２９日

＊史跡標津遺跡群、天然記念物標津湿原整備委員会（標津町）

《委員》畑 ２月２８日・２９日

＊中央バスグループ観光バスガイド教習講義（札幌市）

《講師》畑 ３月４日
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＊オホーツク地域観光振興シンポジウム（遠軽町）

《講師》畑 ３月１５日

＊平成１９年度北海道文化財保護協会第３回常任理事会（札幌市）

《常任理事》畑 ３月２６日

＊科学研究費補助金基盤研究Ｃ「大型Ｘ線CTスキャナを活用した精密非破壊調査」に関する研究会

《派遣》田口 ３月２７日～２９日

＊科学研究費補助金「弥生農耕の起源と東アジア－炭素年代測定による高精度編年体系の構築－」

《研究協力者》西田 ４月１日～平成２１年３月３１日

＊札幌三信倉庫社員研修（札幌市）

《講師》畑 ４月９日

＊平成２０年度北海道文化財保護協会第２回役員会（札幌市）

《常任理事》畑 ４月２１日

＊文化財の保存措置にかかる保存処理の状況確認ならびに作業指導（小樽市）

《派遣》田口 ４月２５日

＊文化財保存修復学会第３０回記念大会（福岡県太宰府市）

《出席》田口 ５月１６日・１７日

＊日本文化財科学会第２５回大会（鹿児島県鹿児島市）

《出席》田口 ６月１４日・１５日

＊平成２０年度北海道文化財保護協会第１回常任理事会（札幌市）

《常任理事》畑 ６月２１日

＊伊達市オコンシベの会「新・ロビー講座」（伊達市）

《講師》村田 ６月２１日

＊伊達市オコンシベの会「新・ロビー講座」（伊達市）

《講師》酒井 ７月１９日

＊北の縄文文化を発信する会「北海道洞爺湖サミットと北の縄文文化」報告会講演（札幌市）

《講師》畑 ７月２１日

＊アイヌ政策を考える懇談会（札幌市）

《メンバー》畑 ８月４日

＊史跡入江・高砂貝塚整備検討委員会（洞爺湖町）

《委員》畑 ８月４日・５日

＊北海道大学アイヌ納骨堂におけるイチャルパ（札幌市）

《参加》西田 ８月８日

＊長野県長和町立星くずの里たかやま黒耀石体験ミュージアム平成２０年特別展「よみがえる旧石器

時代の狩人」解説および展示指導（長野県長和町）

《派遣》直江 ８月２１日・２２日

＊日本第四紀学会２００８年大会（東京）

《出席》花岡 ８月２２日～２６日

＊伊達市オコンシベの会「新・ロビー講座」（伊達市）

《講師》福井 ８月２３日
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＊北海道開拓記念館第６４回特別展「古代北方世界に生きた人びと－交流と交易－」開会式（札幌市）

《出席》畑 ９月１２日

＊虻田郡豊浦町礼文華小幌海岸、小幌洞窟遺跡検出の土層（貝層）断面剥ぎ取り現地指導（豊浦町）

《派遣》田口 ８月２９日～３１日

＊平成２０年度仙台藩白老元陣屋資料館講座「虎杖浜２遺跡発掘調査報告会」（白老町）

《講師》阿部 ９月１３日

＊平成２０年度北海道文化財保護功労者選考委員会（札幌市）

《委員》畑 ９月２４日

＊史跡最寄貝塚保存整備委員会（網走市）

《委員》畑 ９月２９日

＊札幌医科大学収蔵アイヌ人骨・遺跡出土人骨イチャルパ（札幌市）

《参加者》西田 １０月１日

＊平成２０年度北海道文化財保護協会第２回常任理事会（札幌市）

《常任理事》畑 １０月２日

＊平成２０年度北海道文化財保護協会第２回役員会（札幌市）

《常任理事》畑 １０月２日

＊苫小牧駒澤大学環太平洋・アイヌ文化研究所シンポジウム「丸木舟が照らすアイヌ文化」

（苫小牧市）

《講師》田口 １０月１９日

＊置戸町郷土史講座（置戸町）

《講師》畑 １０月２０日

＊史跡カリンバ遺跡整備計画策定委員会（恵庭市）

《委員》畑 １０月２３日

＊平成２０年度北海道文化財保護協会第３回編集委員会（札幌市）

《出席》越田（賢） １１月１０日

＊厚真町出土特殊遺物に関する指導（厚真町）

《派遣》田口 １１月１０日・１１日

＊南北海道考古学情報交換会（八雲町）

《発表》皆川・福井 １２月７日

＊平成２０年度北海道文化財保護協会編集委員会（札幌市）

《編集委員》越田（賢） １２月１５日

＊第２回アイヌ政策を考える懇談会（札幌市）

《メンバー》畑 １２月１８日

＊北海道考古学会遺跡調査報告会（札幌市）

《発表》広田・鈴木（宏） １２月２０日

＊東北日本の旧石器文化を語る会（岩手県滝沢村）

《発表》坂本（尚） １２月２０日・２１日
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� 研修

ア 研修・研究会参加

＊平成１９年度第２回埋蔵文化財担当職員等講習会（兵庫県姫路市）

村田・加藤・中村（輝） １月１０日～１２日

＊平成１９年度埋蔵文化財担当者専門研修「竪穴建物遺構調査課程」（奈良県奈良市）

山田 ２月４日～８日

＊財務会計事務担当者職員研修会（札幌市）

中村（貴） ５月１３日

＊新公益法人制度特別講習会（札幌市）

松本（繁） ５月２２日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会（京都府京都市）

坂本（均）・松本（繁） ６月１１日・１２日

＊公益法人制度改革に関する説明会（札幌市）

松本（繁） ７月１日

＊第２０回埋蔵文化財写真技術研究会（奈良県奈良市）

菊池・吉田（裕） ７月４日～６日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会コンピュータ等研究委員会（山口県山口市）

西田・倉橋 ７月１７日・１８日

＊平成２０年度第１回埋蔵文化財担当職員等講習会（茨城県水戸市）

中村（貴）・小笠原 ９月３日～５日

＊公益法人定例講座（札幌市）

中村（貴） １０月８日

＊平成２０年度全国埋蔵文化財法人連絡協議会北海道・東北地区会議ならびに同北海道・東北地区コ

ンピューター等研究委員会（福島県福島市）

西田・倉橋 １０月１１日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会（神奈川県横浜市）

葛西・�田・小杉 １０月９日・１０日

＊公益法人定例講座（札幌市）

松本（繁）・葛西 １１月１８日

＊市民救護士講習（江別市）

鎌田・新家・影浦・立田 １１月１９日

＊全国埋蔵文化財法人連絡協議会海外研修（中国）

坂本（均）・坂本（尚）・直江 １２月５日～１０日

＊公益法人定例講座（札幌市）

松本（繁）・葛西 １２月９日

＊公益法人定例講座（札幌市）

松本（繁）・葛西 １２月１１日

＊教育関係公益法人研修会（札幌市）

畑 １２月１２日
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イ 内部研修

＊平成２０年度現地研修会（北斗市） ９月１１日・１２日

＊平成２０年度現地調査報告会（センター研修室） １１月２７日

６ 平成２０年度刊行予定報告書

第２５８集『下川町 サンル４線遺跡』

天塩川サンルダム建設事業の内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２５９集『むかわ町 穂別Ｄ遺跡』

北進平取線交付金Ｂ（交安）工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

第２６０集『恵庭市 西島松５遺跡（６）』

柏木川基幹河川改修工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書

第２６１集『白滝遺跡群Ⅸ』

一般国道４５０号白滝丸瀬布道路工事用地内埋蔵文化財発掘調査報告書
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７ 組織・機構

役 員（平成２０年６月１日現在）

理 事 長 坂 本 均 常 勤

専務理事 佐 藤 俊 和 常 勤

常務理事 畑 宏 明 常 勤

理 事 石 林 清 非常勤

理 事 小 原 信 夫 非常勤

理 事 菊 池 俊 彦 非常勤

理 事 北 川 芳 男 非常勤

理 事 谷 本 一 之 非常勤

理 事 田 端 宏 非常勤

理 事 藤 島 省 三 非常勤

理 事 森 重 楯 一 非常勤

理 事 三 野 紀 雄 非常勤

監 事 佐 藤 一 夫 非常勤

監 事 村 山 邦 彦 非常勤

評 議 員（平成２０年６月１６日現在）

評 議 員 氏 家 等 非常勤

評 議 員 川 上 淳 非常勤

評 議 員 木 村 方 一 非常勤

評 議 員 白 崎 三千年 非常勤

評 議 員 白 野 覚 非常勤

評 議 員 昌 子 守 彦 非常勤

評 議 員 鶴 丸 俊 明 非常勤

評 議 員 谷 直 人 非常勤

評 議 員 戸 塚 隆 非常勤

評 議 員 西 幸 隆 非常勤

評 議 員 松 田 光 � 非常勤

評 議 員 横 山 健 彦 非常勤
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８ 職 員（平成２０年４月１日現在）

総 務 部

総 務 部 長 松 本 昭 一

総 務 課 長 松 本 繁

主 査 葛 西 宏 昭

主 任 今 本 宏 信

参 与 北 浦 満

参 与 石 田 八 郎

第 １ 調 査 部

第１調査部長 越 田 賢一郎

普及活用課長 村 田 大

主 査 藤 本 昌 子

主 査 倉 橋 直 孝

主 査 藤 井 浩

第１調査課長 田 口 尚

主 査 花 岡 正 光

主 任 吉 田 裕吏洋

第２調査課長 三 浦 正 人

主 査 越 田 雅 司

主 任 愛 場 和 人

主 任 末 光 正 卓

主 任 広 田 良 成

主 任 阿 部 明 義

第３調査課長 鈴 木 信

主 査 鎌 田 望

主 査 菊 池 慈 人

主 任 新 家 水 奈

主 任 影 浦 覚

主 任 芝 田 直 人

主 任 山 中 文 雄

主 任 酒 井 秀 治

業 務 課 長 菅 野 聡

主 査 � 田 千 秋

主 任 小 杉 充

主 任 小笠原 学

参 与 中 村 輝 夫

参 与 山 本 昌 利

会 計 課 長 吉 田 貴和子

主 任 中 村 貴 志

第 ２ 調 査 部

第２調査部長 西 田 茂

第１調査課長 遠 藤 香 澄

主 査 中 山 昭 大

主 任 福 井 淳 一

主 任 大泰司 統

主 任 立 田 理

第２調査課長 佐 川 俊 一

主 査 立 川 トマス

主 査 皆 川 洋 一

主 任 冨 永 勝 也

第３調査課長 佐 藤 和 雄

主 査 谷 島 由 貴

主 査 土 肥 研 昌

主 任 袖 岡 淳 子

主 任 佐 藤 剛

主 任 柳 瀬 由 佳

第４調査課長 熊 谷 仁 志

主 査 笠 原 興

主 任 鈴 木 宏 行

主 任 坂 本 尚 史

主 任 直 江 康 雄
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